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第10回記念大会下関海響マラソン2017（11月５日）
約１万人のランナーによる「フルマラソン」スタート風景

  下関市の市章� 下関の人口…266,908（男124,151　女142,757）　世帯数…130,449（平成29年11月１日現在）

平成29年

今月の
カシャ！今月の
カシャ！



写
真
で
振
り
返
る

今
年
は
、
前
田
新
市
長
が
誕
生
し
、
下
関
市
政
は
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
今
年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
は
何
で
す
か
。

下
関
市
の
１
年
を
写
真
と
共
に
振
り
返
り
ま
す
。

下
関
こ
の
１
年

前田市長就任
　３月12日に下関市長選挙が行われ、前田新市長が誕生。
　３月27日に初登庁した。

ナイターレース「海響ドリームナイター」スタート
　４月１日、ボートレース下関で全国で６番目、中国
地区で初のナイターレースがスタートした。愛称は昨
年８月に一般公募で決定。

「関門“ノスタルジック”海峡」日本遺産認定
　４月28日、北九州市と下関市が連携して取り組み、

「関門“ノスタルジック”海峡 〜時の停車場、近代化
の記憶〜」と題した、関門海峡をテーマとしたストー
リーが、日本遺産に認定された。

「発見! 恐竜卵化石」 
〜日本初の恐竜化石は下関で発見されていた〜
　６月５日、1965（昭和40）年に、市内の高校生に
より採集され、保管されていた化石が、今年にな
って、国内で最初に発見された恐竜化石で、国内
では例のない種類の恐竜卵化石であることが分か
った。

豊田のホタル祭り50周年記念 
蛍籠プロジェクト
　５月27日・６月３日、豊田町のホタル祭りが50周
年を迎えた。記念事業として、昔ホタルを入れて光を
楽しんだという麦わらで編んだ「蛍籠」を復活させるた
め、プロジェクトチームを立ち上げ、蛍籠のイルミネー
ションで会場を飾った。
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T
ト ワ イ ラ イ ト

WILIGHT E
エ ク ス プ レ ス

XPRESS　瑞風、 
新観光列車「○

ま る

○
ま る

のはなし」出発
　６月17日から運行開始となった「TWILIGHT EXPRESS　瑞
風」の下関駅発着を記念して６月18・19日に歓迎式典があ
った。
　下関・長門・萩間を走る、山陰線の新観光列車「○○のは
なし」が８月５日から走り始めた。今年１月29日まで運行し
ていた「みすゞ潮彩号」をリニューアルしたもので、北浦の
美しい海岸を楽しめるよう、大きな窓と海側に向いた座席
が配置されている。

「しものせき未来創造j
ジ ョ ブ

obフェア」の開催
　８月29・30日の両日にわたり、海峡メッセ下関において、
市内40の企業および団体の出展により、中高生等を中心に
さまざまな職業や産業の内容に触れ、その魅力を体感する

「職業体験イベント」を開催した。

「地域連携・低炭素水素技術実証事業」 
下関地域での取り組みスタート
　９月15日、環境省委託事業「地域連携・低炭素水素技術実
証事業」実施の一環として、下関水産会館跡地（大和町一丁目）
に「簡易型水素供給施設」を整備し、燃料電池自動車、燃料
電池等による実証事業を開始した。

長州出島ガントリークレーン竣
しゅん

工
こ う

式
　10月２日、長州出島におけるコンテナの荷役能力を大幅
に向上させることを目的としたガントリークレーンが完成
した。
　10月16日、現地で竣工式があり、関係者らが国際物流ター
ミナルの機能強化を祝い、下関港のさらなる発展を誓った。

朝鮮通信使ユネスコ「世界の記憶」に登録決定
　10月31日、日本の「NPO法人朝鮮通信使縁地連絡協議会」
と韓国の「財団法人釜山文化財団」が平成28年３月に共同申
請を行った「朝鮮通信使に関する記録」がユネスコ「世界の記
憶」に登録されることが決定した。
　下関市には、市立歴史博物館蔵の「延享五年朝鮮通信使登
城行列図」１巻（写真上）、「金明国筆　拾得図」１幅など５件
10点の資料が所在する。
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市芸術文化祭の各部門の入賞者と、芸術
文化振興奨励賞の受賞者を紹介します

【各賞の内訳】
①市議会議長賞　②教育長賞　③市文化連
合会長賞　④市文化協会長賞　⑤菊川文化
協会長賞　⑥豊田文化協会長賞　⑦豊浦文
化協会長賞　⑧豊北文化協会長賞

●美術部門
大賞　工芸　木村 富廣
＜第１部＞
市長賞　洋画　大庭 光子　
①洋画　松本 明子
②洋画　萩原 久生　
④彫刻・立体作品　松本 一雄
⑤版画・水彩画等　瀬口 勲
＜第２部＞
市長賞　書　田口 勝子
①書　岡田 雅子
②書　福川 博宣（勝山）
⑥書　塩田 智枝（華梢）
＜第３部＞
市長賞　写真　長瀬 みえ
①写真　黒木 丸生
②工芸　島津 由美子
⑦写真　川嶋 真香
⑧写真　西尾 智鶴

●文芸部門
大賞　短歌　長田 和子
「空港の草地に咲けるねじ花の
� 螺旋の先に昇る飛行機」

市長賞　俳句　小田 晴美
「蜻蛉湧きまだ泣いてゐる負け投手」

①川柳　木嶋 愛子
②短歌　赤木 則夫
③俳句　田村 晋

【小中学生川柳の部】
石本 龍一朗（木屋川中学校１年）
八嶋 真輝（川棚小学校４年）
吉冨 柊寿（岡枝小学校６年）
稲田 磨姫（菊川中学校１年）
高橋 蒼都（豊東小学校３年）

▼市長賞　長瀬 みえ「トワイライト」 ▼市長賞　大庭 光子「王者コンドルに魅せられて」

▼市長賞　田口 勝子「御物和漢朗詠集」
▼

大
賞　
木
村 

富
廣「
下
心
Ⅱ
」

芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
芸
術
文
化
の
分
野
で
高
い
水
準
の
創
作
活
動
を
続
け
て
い

る
市
内
の
将
来
性
の
あ
る
個
人
、
団
体
に
授
与
す
る
も
の

　稲田さんがバ
レエを始めたの
は４歳のころ。

「とにかく踊るこ
とが楽しくて、
熱を出してもバ
レエを休むこと
はなかったです
ね」と笑顔で語
る稲田さん。
　20歳のころ、
現在講師を務め
るAYAKOモダンバレエスタジオに入所。
その後、33歳で同スタジオを引き継ぎ
ました。稲田さんは「子どもたちには、基
礎を徹底して教えています。子どもたち
が将来、プロとして舞台人を志したとき
に、恥ずかしくないようなバレエを意識
して指導しています」と話します。
　教室でのレッスンのほか、オペラ作品
への振り付けの提供や日本舞踊との共演
など幅広く活動しています。「これからも、
さまざまな活動を通じて、バレエの素晴
らしさを伝えていきたいですね」

　武田さんは、高校２年の時、粘土で作った作品が学展で
入賞します。その後、東京藝術大学彫刻科に進学。卒業後
は同大学で講師として指導を行っていましたが、第26回
UBEビエンナーレでの島根県立石見美術館賞受賞を機に講
師を辞め、彫刻家として生きていくことを決意しました。
　作品は石彫刻と呼ばれるもので、リフレッシュパーク豊
浦にも展示されています。「とにかく芸術は自由なもの。難
しく考えずに、単純に面白いか、面白くないか。そんな視
点で私の作品も見てもらえると嬉しいですね」と武田さん。
近年では「表現する楽しさ」を子どもたちに伝えるワークシ
ョップを開催するなど、多岐にわたり活躍しています。

　田村さんは、幼稚園のころにピアノを始め、高校も音楽
科に入学。「高校ではレッスンを受けた先生のおかげでピア
ノのすごさに気付かされ、格段に楽しくなりました」と田
村さん。国立音楽大学の器楽科ピアノ専攻を卒業後、下関
にて、ピアノ教室を始めます。教室ではコーラス、合唱の
指導も行います。
　「音楽は生み出した直後から消えてしまう芸術。例えば 
ｆ（フォルテ）といっても、それは音の大きさだけですが、
夏の太陽を浴びた音というように、何をイメージして音を
出すかによって、その音色が変わります。技術的なことよ
りも、想像力、表現力を身に付けることが大事だと思います」

芸術部門（モダンバレエ）
� 稲田 佳代さん

美術部門（彫刻）
� 武田 充生さん

音楽部門（ピアノ）
� 田村 優子さん



下関市長の部屋

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
前
田

晋
太
郎
で
す
。
市
長
に
就

任
し
て
早
い
も
の
で
８
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
お
会
い
す
る
方

か
ら「
市
長
の
仕
事
は
慣
れ
ま
し
た
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

正
直
い
つ
も
返
事
に
詰
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

　
ほ
と
ん
ど
休
暇
の
な
い
毎
日
の
ハ
ー

ド
な
日
程
や
多
く
の
人
の
前
で
の
あ

い
さ
つ
な
ど
は
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

て
は
い
ま
す
が
、
大
き
な
政
策
の
判

断
や
予
算
の
決
定
な
ど
市
民
の
生
活

や
税
金
を
背
負
う
重
み
は
非
常
に
尊

く
、
決
し
て
慣
れ
る
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
市
長
に
就
任
し
て
以
来
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
は

市
長
と
し
て
き
ち
ん
と
や
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
い
つ
も
自
問
自
答
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
、
未
来

に
向
け
て
進

む
べ
き
道
を

指
し
示
す
こ

と
が
で
き
て

い
る
か
。
公

私
混
同
す
る

こ
と
な
く
、

常
に
公
正
で
明
る
く
元
気
な
市
長
で

あ
り
た
い
。
そ
う
い
っ
た
考
え
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
す
。 

維
新
150
年
を
来
年
に
控
え
、

先
日
、
坂
本
龍
馬
、
西
郷

隆
盛
、
三
吉
慎
蔵
、
伊
藤

九
三
、
白
石
正
一
郎
の
御
子
孫
を
下

関
に
お
迎
え
を
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
近
代
化

を
切
り
開
い
た
英
雄
の
直
系
で
あ
る

方
々
の
言
葉
は
大
変
重
く
、
意
義
深

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
改
め
て
思
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り

下
関
市
は
歴
史
の
街
、
他
市
に
は
負

け
な
い
素
晴
ら
し
い
歴
史
文
化
的
な

価
値
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
出
席
者
の
皆
さ
ん
も
、
下
関
だ

か
ら
訪
れ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
し
、

下
関
で
行
う
か
ら
こ
そ
、
そ
の
形
に

重
み
と
深
み
が
現
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
深
い
歴
史
と
美
し

い
海
峡
を
生
か
し
た
政
策
を
前
面
に

打
ち
出
し
、
下
関
を
元
気
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
い
歴
史
と
美
し
い
海
峡
で

こ
れ
か
ら
も
下
関
を
元
気
に

市民のみなさんに
市長が伝えるコラム

希望の
風December

住
み
続
け
た
い
、
誇
れ
る
ま
ち

　
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
は
、

住
民
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
、

他
所
で
安
岡
の
住
民
だ
と
誇
れ
る
ま
ち

に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、

人
づ
く
り
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
大
人
が
社
会
性

を
取
り
戻
し
、
高
め
て
い
く
。
子
ど
も

た
ち
も
社
会
性
や
郷
土
愛
が
育
ち
ま
す
。

住
民
が
行
動
、
住
民
が
交
流

　
安
岡
の
方
言
に「
か
た
ろ
ー
て
行
こ
う
」

「
ど
う
し
ん
し
よ
う
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。「
一
緒
に
行
こ
う
」「
一
緒
に
や

ろ
う
」と
い
う
意
味
で
す
。
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
、
交
流
し
て
人
を
知
る
こ
と

は
楽
し
く
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
人
生
を

豊
か
な
も
の
に
し
ま
す
。
こ
の
ま
ち
は
、

古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
く
移
り
住

ん
だ
人
々
も
参
加
し
て
、
共
に
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

ゆ
っ
く
り
と
着
実
に

　
目
標
お
よ
び
計
画
の
策
定
と
実
行
に

当
た
っ
て
は
、
以
下
の
こ
と
を
心
掛
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
長
期
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向

け
て
の
中
期
計
画
を
立
て
る
。

②
計
画
は
、
私
た
ち
の
能
力
に
合
っ
た

等
身
大
の
も
の
に
し
、
ゆ
っ
く
り
と
着

実
に
実
行
し
て
い
く
。

③
必
要
な
時
に
は
、
積
極
果
敢
に
断
行

す
る
こ
と
も
避
け
て
は
な
ら
な
い
。

【
協
議
会
情
報
】

○
安
岡
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

▽
会
長　
坂
口 

伸
一　
▽
事
務
所　
安

岡
駅
前
二
丁
目
７
番
１
号（
安
岡
公
民
館

内
）☎
250−

８
１
１
０

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://yasuo
ka-kataroute.jim

do.com
/

▽
ま
ち
づ
く
り　

YouTube

ま ち 協  通信

安 岡 地 区
まちづくり協議会

このコーナーは、各地で「住民自治による
まちづくり」に取り組む「まちづくり協議
会」が作成しています。特色のある活動や
取り組みなどについて紹介します。

シンポジウムの様子

地
域
の
情
報
伝
達
媒
体
と
し
て
の
役
割

　
私
た
ち
の
役
割
の
一
つ
は
、
地
域
で

発
生
し
た
情
報
を
内
外
に
発
信
し
、
ま

た
地
域
に
役
立
つ
情
報
を
地
域
に
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
①
広

報
紙「
カ
タ
ロ
ー
テ
安
岡
」の
各
戸（
５
８

０
０
戸
）配
付（
随
時
発
行
）、
②
HP
・F

フ
ェ
イ

a 
c

ス
ブ
ッ
ク

ebook

・Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

の
開
設
、
③
講
演
会

「
諸
学
塾
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
を

　
広
報
紙
カ
タ
ロ
ー
テ
委
員
会
、
鋤す

き

先ざ
き

登
山
委
員
会
、
桜
祭
委
員
会
、
ピ
カ
ピ

カ
ウ
ォ
ー
ク
委
員
会
、
ほ
た
る
委
員
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
が
誕
生
中
。

　
見
え
な
い
も
の
に
形
を
与
え
、
命
を

と
も
す「
安
岡
ま
ち
づ
く
り
活
動
」に
参

加
希
望
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
、
た
だ

今
大
歓
迎
募
集
中
。

【安岡地区まちづくり協議会の組織】
理事会　執行委員会（実働部隊）
総務部会　住民要望実現部会　事業推進部会　雇用創出部会

安小ほたる飼育
特別授業支援　

児童とほたる委員会
メンバー

鋤
すき

先
ざき

山ウオーキング

復活！安岡浦の盆踊り

5 平成29年12月号



 月 月1212

　大正時代に建てられた山口県指定有形文化財「旧滝部小学校本館」
（現・太翔館）をライトアップします。冬の夜空に浮かび上がる大正
ロマンあふれる風景をお楽しみください。※館内には入れません
期12月22日〜 25日　午後６時〜 11時
� 問太翔館（☎782-1651）

太翔館　冬のライトアップ

旬の情報を皆さんに

●申し込みの必要事項＝○必
申し込み時に必ず次の項目の記入を。
希望の催し・講座名、郵便番号、住所、

氏名（ふりがな）、年齢（学年）、電話番号　※往復
はがきは、返信面にも住所、氏名の記載を

●料金の記載がないものは原則無料。
●申の記載がないものは、直接会場
へお出掛けください。

※掲載情報は、内容を変更する場合があります。
　参加・申し込みの際は、事前に確認を

i

必

恒
例
！　
第
13
回

下
商
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
下
関
商
業
高
等
学

校
の
生
徒
が
、
模
擬

株
式
会
社
を
期
間
限

定
で
設
立
し
、
自
ら

調
達
し
た
資
金
で
企
画
し
た
自
信
の「
イ

チ
オ
シ
」商
品
を
販
売
し
ま
す
。

日
12
月
16
・
17
日　
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
　
所
シ
ー
モ
ー
ル
下
関（
竹
崎
町
四

丁
目
）　
内
海
産
物
、
団
子
、
大
福
、
米

イ
ベ
ン
ト

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
３
期
分
）

▽
夜
間
・
休
日
納
税
窓
口
＝
期
12

月
22
日
〜
26
日
／
平
日
＝
午
後
５

時
15
分
〜
８
時
、
休
日
＝
午
前
９

時
〜
午
後
５
時　
▽
休
日
納
税
相

談
窓
口
＝
日
12
月
23
・
24
日
／
午

前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
３

時　
所
市
役
所
本
庁
舎
新
館
２
階

納
税
課
窓
口

問
納
税
課（
☎
231−

１
１
７
０
）

▼
介
護
保
険
料（
７
期
分
）

▼
国
民
健
康
保
険
料（
７
期
分
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
６
期
分
）

納
期
限
＝
12
月
26
日

粉
パ
ン
、
タ
ル
ト
、
ふ
ぐ
バ
ー
ガ
ー
、

焼
き
菓
子
、
カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
販
売
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
あ
り
。

問
下
関
商
業
高
等
学
校

�

（
☎
223−

４
２
７
８
）

新
年
名
刺
交
換
会

日
１
月
４
日（
木
）午

前
11
時
　
所
海
峡
メ

ッ
セ
下
関
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル（
豊
前
田
町
三

丁
目
）　
料
２
０
０
０

円（
１
人
）
　
申
12
月
５
日（
火
）ま
で
に
、

会
費
を
添
え
て
総
務
部
総
務
課
、
各
総

合
支
所
地
域
政
策
課
、商
工
会
議
所（
南

部
町
）ま
た
は
水
産
振
興
協
会（
大
和
町

一
丁
目
）へ
。
※
申
し
込
み
締
め
切
り
後

は
会
員
名
簿
へ
の
登
載
不
可

問
総
務
部
総
務
課（
☎
234−

２
６
７
２
）

Ｊ
Ｒ
新
下
関
駅　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
合
わ
せ
て
新

下
関
駅
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
！　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
家
族
や

友
人
な
ど
と
一
緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
12
月
22
日（
金
）午
後
６
時
　
所
新
下

関
駅
コ
ン
コ
ー
ス
待
合
コ
ー
ナ
ー（
し
ん

し
も“
か
っ
ち
ゃ
ん
”ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
）※

詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
下
関
地
域
鉄
道

部（
☎
223−

４
５
３
１
）へ

問
観
光
政
策
課（
☎
231−

１
３
５
０
）

森
の
家
下
関
の
催
し

①
森
の
学
校
＝
対
市
内
、
近
郊
に
在
住

の
小
学
校
１
年
生
〜
６
年
生
　
日
12
月

23
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
内

１
日
型
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　
定
20
人（
抽

選
）　
料
１
０
０
０
円　
②
森
の
よ
う
ち

え
ん
＝
対
市
内
・
近
郊
の
保
育
園
、
こ

ど
も
園
、
幼
稚
園
児
　
日
１
月
13
・
14

日　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
内
森
や

山
を
使
い
、
１
日
だ
け
の
園
舎
の
な
い

森
の
よ
う
ち
え
ん
を
開
催
。
森
散
策
や

た
き
火
を
行
う
。
定
各
回
20
人（
抽
選
）
　

料
500
円

共
持
参
加
者
に
詳
細
連
絡
　
共
申
12
月

10
日（
日
）ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
必（
上
記
）を
森
の
家
下
関

（
6
258−

４
８
６
２　
Binfo@feelkan�

kyo.com

）へ
。

問
森
の
家
下
関（
☎
259−

８
５
５
５
）

観
光
ガ
イ
ド
と
歩
く

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

●
古
地
図
を
片
手
に
町
を
歩
こ
う（
川
棚

編
）＝
日
①
12
月
２
日（
土
）、
②
12
月
16

日（
土
）　
▽
集
合
＝
午
前
10
時
／
川
棚

の
杜も

り　
※
雨
天
中
止
　
内
川
棚
温
泉
を

古
地
図
の
記
述
や
史
跡
・
古
写
真
を
頼

り
に
巡
り
ま
す
。
▽
行
程
＝
１
・
５
㌔
　

定
50
人（
先
着
順
）※
団
体
バ
ス
は
１
台

１
０
０
０
円
　
申
各
開
催
日
の
1
週
間

前
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
代
表
者
名
、
参
加
人
数
、
連
絡
先

を
川
棚
温
泉
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
事
務
局（
☎
774−

３
８
５
５ 

6
774−

３

８
５
６ 

Binfo@kawatana.com

）へ
。

●
古
地
図
を
片
手
に
町
を
歩
こ
う（
長
府
）

＝
日
③
12
月
10
日（
日
）　
▽
集
合
＝
午

前
９
時
20
分
／
市
立
美
術
館
前
バ
ス
停　
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イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ



▽
解
散
＝
正
午
ご
ろ
　
申
12
月
７
日（
木
）

ま
で
に
電
話
で
観
光
政
策
課
へ
。

●
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
く

「
北
浦
街
道
」＝
日
所
④
12
月
10
日（
日
）

／
川
棚
温
泉
駅（
午
前
９
時
45
分
集
合
）

→
宇
賀
本
郷
駅（
午
後
３
時
45
分
ご
ろ
解

散
）　
⑤
12
月
24
日（
日
）／
吉
見
駅（
午

前
９
時
45
分
集
合
）→
川
棚
温
泉
交
流
セ

ン
タ
ー（
午
後
１
時
15
分
ご
ろ
解
散
）※

雨
天
中
止　
※
飲
食
持
参
　
定
各
50
人

（
先
着
順
）
　
料
500
円
　
申
各
開
催
日
の

1
週
間
前
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
必（
６
㌻
）を
川
棚
温
泉
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
事
務
局（
☎
774−

３
８
５
５　
6
774−

３
８
５
６　
Binfo�

@
kawatana.com

）へ
。

問
観
光
政
策
課（
☎
231−

１
３
５
０
）

市
立
美
術
館
の
催
し

●
所
蔵
品
展「
河
村
幸
次
郎
の
仕
事
と
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
／
生
誕
100
年
・
浜
田
知
明
」

＝
期
12
月
27
日（
水
）

ま
で
　
内
市
立
美

術
館
設
立
の
基
礎

を
つ
く
っ
た
実
業

家
・
河
村
幸
次
郎
。

彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
岸
田
劉
生
、
藤
田
嗣
治
ら
日
本
近

代
画
家
の
作
品
を
中
心
に
、
彼
が
携
わ

っ
た
文
化
運
動
の
足
跡
、
装
丁
や
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
を
紹
介
。
ま
た
、
生
誕
100

年
を
迎
え
る
浜
田
知
明
を
銅
版
画
や
彫

刻
な
ど
主
要
作
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

料
一
般
200
円
、
学
生
100
円

【
関
連
催
事
】▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＝

日
12
月
16
日（
土
）午
後
２
時
〜
３
時　

※
展
示
室
で
、
要
観
覧
受
け
付
け

●
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
包
も
う
!!「
芸
術
ふ
ろ

し
き
」作
り
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
☆
＝

日
12
月
23
日（
土
）１
部
＝
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
２
部
＝
午
後
２
時
〜
４
時

30
分
　
内
所
蔵
品
展
に
ち
な
み
、
河
村

幸
次
郎
の「
芸
術
ふ
ろ
し
き
」作
り
に
挑

戦
。
模
様
部
分
を
ろ
う
で
防
染
し
染
色

す
る
伝
統
的
な
染
色
法
、
ろ
う
け
つ
染

め
で
風
呂
敷
を
染
め
ま
す
。
生
活
の
中

に
楽
し
く
、
美
し
く
役
立
つ
河
村
幸
次

郎
の
作
品
に
親
し
む
講
座
で
す
。
定
各

10
人
　
料
１
０
０
０
円
　
持
ゴ
ム
手
袋
、

エ
プ
ロ
ン（
必
要
な
方
）、
汚
れ
て
も
い

い
服
装
　
申
12
月
８
日（
金
／
先
着
順
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
必（
６
㌻
）

と
希
望
の
部
を
市
立
美
術
館
へ
。

●Xm
as

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト「
八

巻
啓
子
＆
梅
光
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル

ク
ワ
イ
ア−メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
と
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
聖
な
る
調
べ−

」＝
日
12
月
９
日

（
土
）午
後
２
時
　
内
▽
第

１
部
＝
梅
光
学
院
大
学
ハ

ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア　
▽

第
２
部
＝
八
巻
啓
子（
メ
ゾ・

ソ
プ
ラ
ノ
）※
詳
し
く
は
市

立
美
術
館
友
の
会（
☎
242−

０
３
０
０
）へ

問
市
立
美
術
館（
☎
245−

４
１
３
１
）

川
棚
の
杜も

り

の
交
流
イ
ベ
ン
ト

●
か
わ
た
な
お
ん
せ
ん
ま
ち
な
か
マ
ル

シ
ェ
＝
日
12
月
17
日（
日
）午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
　
内
素
材
に
こ
だ

わ
る
地
域
の
人
た
ち
が
、
愛
情
込
め
手

作
り
し
た
物
を
直
接
販
売
し
ま
す
。

●
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
＝
日
12
月
30
日（
土
）

午
前
11
時
開
場
　
内
コ
ル
ト
ー
ホ
ー
ル

が
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
変
身
！　
下
関
を

愛
す
る
ロ
ー
カ
ル
バ
ン
ド
が
集
結
。
ラ

イ
ブ
観
戦
で
汗
を
か
い
た
ら
温
泉
に
入

り
ま
し
ょ
う
！

問
川
棚
の
杜（
☎
774−
３
８
５
５
）

海
響
館　
12
月
の
イ
ベ
ン
ト

①
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
あ
っ
た
か
磯
の
観

察
会
＝
期
12
月
１
日
〜
２
月
28
日　
平

日
…
午
後
３
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

…
正
午
、
午
後
３
時　
※
12
月
25
日
〜

１
月
５
日
は
正
午
、
午
後
３
時　
※
小

学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴　
②
水
中
か

ら
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！　
関
門
ダ
イ

ブ
で
サ
ン
タ
ダ
イ
バ
ー
登
場
＝
日
12
月

２
日
〜
25
日 

午
前
11
時
15
分
、
午
後
１

時
15
分（
各
回
10
分
程
度
）　
③
ス
ナ
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
＝
期
12
月
23
日
〜
25

日 
午
後
２
時　
※
当
日
事
前
申
込
制　
④

来
年
は
戌い

ぬ

年
！　
関
門
ダ
イ
ブ
で
干
支

の
交
代
儀
式
＝
日
12
月
27
日（
水
）午
前

11
時
15
分
、
午
後
１
時
15
分（
各
回
10
分

程
度
）　
⑤
戌
年
に
ち
な
ん
だ
生
き
物
や

正
月
ら
し
い
縁
起
の
良
い
生
き
物
を
展

示
＝
期
12
月
26
日
〜
１
月
７
日　
⑥
海

響
館
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
８
＝
日

12
月
31
日（
日
）午
後
９
時
〜
翌
日
午
前

１
時（
最
終
入
館
午
前
０
時
30
分
）　
⑦

「
食
べ
な
が
ら
魚
の
骨
を
と
っ
て
み
よ
う
」

＝
日
１
月
８
日（
月
）午
前
11
時
〜
午
後

２
時
　
所
唐
戸
市
場
２
階
魚
食
普
及
セ

ン
タ
ー
　
持
筆
記
用
具
、
箸
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル
、
白
ご
飯（
持
参
自
由
）　

共
定
①
各
回
12
人（
先
着
順
）　
③
各
日

３
組（
先
着
順
）　
⑦
10
組（
抽
選
）※
そ

れ
ぞ
れ
１
組
５
人
ま
で
　
共
料
①
〜
⑥

＝
海
響
館
入
館
料　
⑦
無
料
　
共
申
①

③
当
日
ペ
ン
ギ
ン
村
ツ
ア
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

へ
。
⑦
12
月
24
日（
日
／
必
着
）ま
で
に
、

代
表
者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
と
同
伴
者
全
員
の
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
書
い
て
、
海

響
館
内
の
応
募
箱
に
入
れ
る
か
、
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
で
海
響
館（
〒
750−

０
０

３
６
市
内
あ
る
か
ぽ
ー
と
６
番
１
号　

6
228−

１
１
３
９
）へ
。

問
海
響
館（
☎
228−

１
１
０
０
）

ウ
ィ
ン
タ
ー
ｅエ

コ
ｃ
ｏ
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
12
月
３
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
内
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
企
画
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

所
問
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館

�

（
☎
252−

７
２
２
０
）

▼

河
村
幸
次
郎
編
集

　
〈「
河
豚
笛
」創
刊
号
〉

�

１
９
３
５
年

平
成
30
年 

成
人
式

日
１
月
７
日（
日
）

持
案
内
は
が
き

成
人
式
を

市
民
会
館
で
迎
え
よ
う
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

対
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
10
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方　
※
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
方

や
案
内
状
を
紛
失
し
た
方
も
参
加
可
。
当
日
、

会
場
の「
案
内
は
が
き
の
な
い
方
の
受
付
」へ

●
本
庁
管
内

日
午
前
11
時（
午
前
10
時
か
ら
受
け
付
け
）

所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
竹
崎
町
四
丁
目
）

●
菊
川
・
豊
田
総
合
支
所
管
内

日
午
後
１
時（
正
午
か
ら
受
け
付
け
）

所
ア
ブ
ニ
ー
ル　

●
豊
浦
・
豊
北
総
合
支
所
管
内

日
午
後
２
時（
午
後
１
時
か
ら
受
け
付
け
）

所
豊
浦
夢
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
車
い
す
で
ご
来
場
の
方
は
駐
車
場
確
保
の

た
め
、
事
前
に
生
涯
学
習
課
に
連
絡
を

問
生
涯
学
習
課（
☎
231−

７
９
６
８
）、
各
教
育

支
所　
▽
菊
川（
☎
287−

４
０
２
６
）　
▽
豊
田

（
☎
766−

２
１
０
０
）　
▽
豊
浦（
☎
772−

２
１
１

７
）　
▽
豊
北（
☎
782−

１
９
６
３
）

　
障
害
を
抱
え
て
い
る
新
成
人

で
、
本
庁
管
内
の
成
人
式
会
場

（
市
民
会
館
）で
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
方
の
支
援
を
し
ま
す
の

で
申
し
込
み
を
。

●
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
当
日
、
付
き
添

い
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
大
学
生
、

社
会
人
の
方
）を
募

集
し
て
い
ま
す
。

共
申
12
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
◯必（
６

㌻
）と
サ
ポ
ー
ト
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
希
望
か
を
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ネ
ッ
ト
事
務
局（
☎
6
250−９
１
４

０　
Binfo@sym

pho.jp

）へ
。

平成29年12月号
対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ

7



海 峡 の 友 北九州市と下関市の
情報交換コーナー

日本全国！鉄道ひろば2018 in 北九州
がんばろう！九州 〜九州北部豪雨復興応援イベント〜
　乗れる・さわれる・運転できる！　家族みんなで
楽しめるアトラクションがいっぱい！　「ゆふいん
の森」ミニトレインが九州初登場！　チャギントン
ウィルソンBIGトレインもやって来る！　トミカ・
プラレールわくわくパーク同時開催！　大迫力の
HOゲージジオラマ展示や鉄道員なりきり撮影会、
新幹線グッズの販売も見逃せない！
※九州北部豪雨復興チャリティーとして、別府の源
泉をお届けします！　「たまやの足湯」を開催し、売
上利益の全額、「ゆふいんの
森」ミニトレインの売上利益
の一部を日田市に寄付
期１月２日〜８日　午前９時30分〜午後４時30分（最
終入場は午後４時まで）　所西日本総合展示場新館
（小倉北区浅野三丁目）　料大人（中学生以上）800円、
子ども600円　※２歳以下無料　
問公益財団法人北九州観光コンベンション協会営業課
� （☎093–511–4422）

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
12
月
９
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時
　

所
ア
ブ
ニ
ー
ル
　
内
家
田
荘
子
氏（
作
家・

高
野
山
真
言
宗
僧
侶
）に
よ
る
人
権
に
関

す
る
講
演
、
勝
山
小
学
校
合
唱
部
に
よ

る
合
唱
、
小
学
生
人
権
標
語
・
中
学
生

人
権
作
文
の
入
賞
者
表
彰
・
発
表
、
人

権
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
の
市
な
ど

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

�

（
☎
222−

０
８
２
７
）

園
芸
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
展
示
会
】●
み
ん
な
で
た
の
し
も
う
ク

リ
ス
マ
ス
展
＝
期
12
月
８
日
〜
17
日
　

内
寄
せ
植
え
作
品
な
ど
約
200
点

【
講
習
会
】●
お
し
ゃ
れ
な
門
松
作
り
＝

日
12
月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分
　
内

草
花
や
観
葉
植
物
を
取
り
入
れ
た
門
松

作
り
　
定
30
人（
抽
選
）
　
料
３
０
０
０

円
　
申
12
月
７
日（
木
／
必
着
）ま
で
に
、

往
復
は
が
き
で
必（
６
㌻
）を
、
園
芸
セ

ン
タ
ー（
〒
759−

６
６
１
３
市
内
富
任
町

五
丁
目
７
番
１
号
）へ
。

問
園
芸
セ
ン
タ
ー（
☎
258−

０
１
４
７
）

旧
下
関
英
国
領
事
館

附
属
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
お
知
ら
せ

●
ぼ
ち
ぼ
ち
の
ん
び
り
米
田
桂
子
作
品

展
＝
日
１
月
２
・
３
日

問
旧
下
関
英
国
領
事
館（
☎
235−

１
９
０
６
）

お
き
そ
こ
の
魚
を
食
べ
て
豪
華
景
品
を

ゲ
ッ
ト
！　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中
！

日
１
次
締
め
切
り
＝
12
月
31
日（
日
）　

２
次
締
め
切
り
＝
２
月
28
日（
水
）
　
内

市
内
の
協
賛
店
13
店
舗
で
、
対
象
メ
ニ

ュ
ー
を
食
べ
て
専
用
応
募
は
が
き
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
豪
華
景
品

を
合
計
100
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
！　
※

詳
細
は
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
特
設
サ
イ

ト（http://www.
buchiuma

−y.net/oshirase/okisoko5.
html

）か
下
関
漁
港
沖
合
底
び
き
網
漁
業

ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会（
☎
266−２
１
４
１
）へ

問
水
産
課（
☎
231−
１
２
４
０
）

考
古
博
物
館　
や
よ
い
絵
画
展

　
考
古
博
物
館（
綾
羅
木

郷
遺
跡
）周
辺
の
風
景
画
、

展
示
を
見
て
の
感
想
画
、

原
始
・
古
代
の
生
活
文
化
な
ど
に
関
す

る
絵
画
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
▽
作
品
展
示
＝
１
月
21
日（
日
）ま
で　

▽
優
秀
作
品
発
表
日
＝
１
月
５
日（
金
）

問
考
古
博
物
館（
☎
254−

３
０
６
１
）

長
府
毛
利
邸
の
催
し

●
歴
史
講
座「
龍
馬
と
下
関
‐
手
紙
か
ら

探
る
龍
馬
と
下
関
の
関
係
」＝
日
12
月
９

日（
土
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
内
龍

馬
と
下
関
の
関
係
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
す
。

料
100
円（
資
料
代
）※
別
途

入
場
料（
大
人
200
円
、
小
中
学
生
100
円
）

が
必
要
　
申
直
接
か
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、必（
６
㌻
）を
長
府
毛
利
邸（
Bmouri�

tei.sanyasou.10@tempo.ocn.ne.jp

）へ
。

●「
毛
利
邸
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」

販
売
中
＝
１
部
600
円

問
長
府
毛
利
邸（
☎
245−

８
０
９
０
）

ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
の
イ
ベ
ン
ト

●
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル

リ
ー
ス
を
作
ろ
う
＝
対
小
学
生
以
上
の

方　
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
　
日
12

月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
　
定
20
人（
抽
選
）
　
料
１
３
０
０
円

申
12
月
８
日（
金
／
必
着
）ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
必（
６
㌻
）を
書
い
て
、
ド

リ
ー
ム
シ
ッ
プ（
〒
750−

０
０
１
６
市
内

細
江
町
三
丁
目
１
番
１
号
）へ
。
※
イ
ベ

ン
ト
内
容
・
申
込
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

問
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ（
☎
231−

１
２
３
４
）

手
を
つ
な
ぐ
み
ん
な
の
福
祉
フ
ェ
ス
タ

日
12
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
所
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
１
階（
豊
前
田

町
三
丁
目
）
　
内
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展・

作
品
展
、
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
、
大
抽
選

会
な
ど
　
料
300
円（
バ
ザ
ー
券
付
き
）※

高
校
生
以
下
無
料　
※
チ
ケ
ッ
ト
＝
福

祉
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
090−

９
０
６
２−１
６
５
４　
6
248−４
３
７
０
）へ

問
障
害
者
支
援
課（
☎
231−

１
９
１
７
）

火
の
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
催
し

対
小
学
３
年
生
〜
中
学
１
年
生

①「
キ
ラ
キ
ラ
ク
リ
ス
マ
ス
」＝
日
12
月

９
・
10
日（
１
泊
２
日
）
　

内
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
ケ
ー

キ
作
り
な
ど
　
定
30
人

（
抽
選
）　
料
７
０
０
０
円　
②「
火
の
山

野
あ
そ
び
ク
ラ
ブ 

餅
つ
き
」＝
日
12
月

29・30
日（
１
泊
２
日
）　
定
15
人（
抽
選
）
　

料
５
０
０
０
円

共
申
①
12
月
４
日（
月
）、
②
12
月
18
日

（
月
）ま
で
に
、
電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.e

−yh.net/actyh/

）か

ら
申
し
込
み
を
。

問
火
の
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

�

（
☎
222−

３
７
５
３
）

国
際
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー

日
12
月
15
日（
金
）午
後
６
時
30
分
〜
９

時
　
所
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
９
階（
豊
前
田

町
三
丁
目
）　
内
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
、
無

料
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー
な
ど　
※
料
金
は

問
い
合
わ
せ
を
　
持
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

用
の
プ
レ
ゼ
ン
ト（
500
円
程
度
）

問
生
涯
学
習
課（
☎
231−

２
０
５
４
）

考
古
博
物
館
の
催
し

●「
発
見
！
恐
竜
卵
化
石
」〜
日
本
初
の

恐
竜
化
石
は
下
関
で
発
見
さ
れ
て
い
た
〜

＝
期
１
月
21
日（
日
）ま
で　
※
月
曜
休

館（
１
月
８
日
は
開
館
）　

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】講
演
会
・
ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
＝
日
12
月
16
日

（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
　
内
今
年
６
月
に

発
表
さ
れ
た
日
本
初
発
見
の
恐
竜
の
卵

化
石
が
、
半
世
紀
ぶ
り
に
地
元
下
関
に

里
帰
り
し
ま
す
。
定
100
人（
先
着
順
）

申
12
月
14
日（
木
）ま
で
に
直
接
か
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
必（
６
㌻
）を
、

考
古
博
物
館（
6
254−３
０
６
２　
Bm

a
in@
koukohaku.shim

onoseki.ya�
m
aguchi.jp

）へ
。

問
考
古
博
物
館（
☎
254−

３
０
６
１
）
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企
画
展「
戦
国
大
名
毛
利
元
就

−

長
府
毛
利
家
の
ル
ー
ツ
」

期
12
月
16
日
〜
1
月
28
日　
※
月
曜
休

館（
１
月
８
日
は
開
館
、
９
日
休
館
）、

年
末
年
始
休
館
　
内
戦
国
大
名
毛
利
元

就
が
下
関
を
領
す
る
に
至
る
過
程
や
、

元
就
や
歴
代
長
府
藩
主
の
文
芸
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
料
一
般
100
円
、

大
学
生
50
円

問
歴
史
博
物
館（
☎
241−

１
０
８
０
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
豊
浦
の
催
し

●
ク
リ
ス
マ
ス
の
準
備
講

座
＝
日
12
月
17
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
１
時　
定

20
人（
先
着
順
）
　
料
２
２
０
０
円
　
申

12
月
14
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
必（
６
㌻
）を
書
い

て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
豊
浦（
Bre

freshpark

−toyoura@
estate.ocn.

ne.jp

）へ
。※
別
途
入
場
料
が
必
要（
一

般
200
円
、
小
・
中
学
生
100
円
）

問
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
豊
浦

�

（
☎
6
772−

４
０
０
０
）

東
儀
秀
樹　
コ
ン
サ
ー
ト

日
12
月
10
日（
日
）午
後
２
時
　
料
２
５

０
０
円（
全
席
自
由
）※
未
就
学
児
入
場

不
可

所
問
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ（
☎
231−１
２
３
４
）

新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
方
　
日
１
月
21

日（
日
）午
前
８
時
30
分
　
所
市
体
育
館
　

内
▽
セ
キ
レ
ッ
ク（
ダ
ブ
ル
ス
）＝
コ
ー

ト
上
で
、
ネ
ッ
ト
越
し
に
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ス
ポ
ー
ツ

ッ
ト（
ジ
ュ
ニ
ア
用
）で
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー

ル
を
打
ち
合
う
下
関
独

自
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

▽
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
＝
ス
キ
ー

の
ス
ト
ッ
ク
の
よ
う
な

形
を
し
た
専
用
の
ポ
ー

ル
を
使
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
ポ
ー
ル

は
貸
し
出
し
ま
す
）
　
申
１
月
９
日（
火

／
必
着
）ま
で
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
を

書
い
て
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課（
〒
750−

０
０
０
６
市
内
南
部

町
21
番
19
号　
6
231−

２
７
４
６
）へ
。

※
申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各

総
合
支
所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
231−

２
７
３
９
）

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

ふ
れ
あ
い
韓
国
語
講
座

期
平
成
30
年
２
月
１

日
〜
３
月
22
日（
全
８

回
／
毎
週
木
曜
日
）午

後
７
時
〜
８
時
30
分
　

所
勤
労
福
祉
会
館
　

内
初
歩
の
韓
国
語
の

読
み
書
き
か
ら
あ
い
さ
つ
程
度
ま
で
　

師
元ウ

ォ
ン

慶ギ
ョ
ン
シ
ン臣
氏（
下
関
市
日
韓
親
善
協
会
韓

国
語
講
師
）　
定
50
人
程
度（
先
着
順
）　

料
４
０
０
０
円（
８
回
分
）
　
申
12
月
１

日
〜
１
月
10
日（
必
着
）ま
で
に
、
は
が

講
　
座

き
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
必（
６
㌻
）を
書
い

て
下
関
市
日
韓
親
善
協
会（
〒
750−

０
０

０
９
市
内
上
田
中
町
５
丁
目
６
番
24
号　

☎
231−

１
６
１
２　
6
222−

８
６
１
１
）へ
。

問
国
際
課（
☎
231−

９
６
５
３
）

新
し
い
減
塩
！
〜
目
か
ら
鱗う

ろ
こ

！

健
康
寿
命
の
延
ば
し
方
〜

日
①
12
月
６
日（
水
）、

②
12
月
20
日（
水
）※

両
日
と
も
午
後
２
時
〜

３
時
　
定
10
人（
先
着

順
）　
料
300
円
　
申
①
12
月
１
日
〜
５
日
、

②
12
月
７
日
〜
19
日
ま
で
に
、
電
話
で

市
民
病
院
栄
養
管
理
部
へ
。

所
問
市
立
市
民
病
院（
☎
231−

４
１
１
１
）

異
文
化
理
解
講
座

「
イ
ス
ラ
ム
食
文
化
＆
交
流
会
」

対
県
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
　
日
12

月
10
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
　
所
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
３
階
料
理
教

室
　
師
木
村
宣
子
氏（
元
青
年
海
外
協
力

隊
員
）、
留
学
生
　
定
25
人（
先
着
順
）　

料
800
円
　
持
エ
プ
ロ
ン
　
申
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
、
必（
６
㌻
）を
し
も
の
せ
き

国
際
交
流
ね
っ
と 

石
井
代
表（
☎
090−

２

０
０
０−６
５
２
１　
6
232−６
１
２
５
）へ
。

問
国
際
課（
☎
231−

９
６
５
３
）

下
関
鯨
類
研
究
室「
鯨
塾
」

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
捕
鯨
と
日
本
の
捕
鯨
」

対
中
学
生
以
上
の
方
　

日
12
月
９
日（
土
）午
前

10
時
〜
11
時
30
分
　
所

下
関
鯨
類
研
究
室（
田
中

町
／
市
観
光
・
ス
ポ
ー

ツ
部
２
階
）　
定
15
人（
先
着
順
）　
申
電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
下
関
鯨
類
研
究
室（
Bw�

halelabo@
gm
ail.com

）へ
。

問
下
関
鯨
類
研
究
室（
☎
250−

８
３
０
７
）

ニコニコ笑顔でニコニコペース！
スロージョギング®セミナー

　スロージョギングアドバンスインストラ
クター・佐藤紀子氏による講座、実技指導
を行います。
　運動を始めてみたい方、体重を落とした
い方、できるだけ長く自分の足で生活した
い方など、どなたでも参加できます。

対小学生以上で市内に在住、在勤の方　
日12月10日（日）午前10時〜正午
所下関陸上競技場
定200人（先着順）
持動きやすい服装、
運動靴、飲み物、タオル　
申12月１日〜12月８日（必着）に、電話かファ
クス、はがきで◯必（６㌻／団体の場合は、代
表者、人数）を、スポーツ振興課（〒750–0006
市内南部町21番19号　6231–2746）へ。
問スポーツ振興課（☎231–2739）

とんがりぼうし豊浦
「しめ縄作り教室」
　お正月の「しめ縄
飾り」を自分で作っ
てみましょう！
　みかん、うらじ
ろの飾り付きです。
　床に座ってみんなで楽しく編
んでみませんか？

日12月23日（土）午前９時〜正午
定20人（先着順）　
料600円
持はさみ、座布団（必要な方）　
申12月１日〜 16日に、直接か
電話でとんがりぼうし豊浦へ。
問とんがりぼうし豊浦
� （☎774–3700）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成29年12月号9
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座
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集
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健

こ
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も

福
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療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ



考
古
博
物
館　
体
験
教
室

「
ホ
ネ
ホ
ネ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

対
中
学
生
以
下
の
方（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）　
日
12
月
２
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
定
15
人（
先
着
順
）

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
　
申
12
月
１
日

（
金
）ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
参

加
者
全
員
の
必（
６
㌻
）を
考
古
博
物
館

（
6
254−

３
０
６
２
）へ
。

問
考
古
博
物
館（
☎
254−

３
０
６
１
）

土
井
ヶ
浜
遺
跡
・
人
類
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
講
座

●「
豊
北
地
域
と
や
き
も
の
」＝
日
12
月

10
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

内
豊
北
地
域
の
や
き
も
の
の
流
れ
と
型

絵
の
製
品
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●「
豊
北
地
域
の
漁
業
」＝
日
12
月
24
日

（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　
内

江
戸
時
代
の
漁
業
に
つ
い
て
豊
北
地
域

を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

共
定
20
人（
先
着
順
）
　
共
申
各
開
催
日

前
日
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
必

（
６
㌻
）を
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
6
788−

１

８
４
３
）へ
。

問
土
井
ヶ
浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム（
☎
788−

１
８
４
１
）

き
ら
め
き
は
つ
ら
つ
教
室

し
め
縄
作
り
体
験

対
成
人
の
方
　
日
12
月
24

日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

正
午
　
所
ア
ブ
ニ
ー
ル
　

定
15
人（
先
着
順
）
　
料
600

円
　
申
12
月
１
日
〜
８
日
に
電
話
で
菊

川
教
育
支
所
へ
。

問
菊
川
教
育
支
所（
☎
287−
４
０
２
７
）

歴
史
文
学
講
座「
幕
末
と
長
州
」

対
中
学
生
以
上
の
方
　
日
12
月
２
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
内
山
口
県
文

書
館
所
蔵
の
下
関
戦
争
の
図
に
つ
い
て
、

歴
史
と
絡
め
な
が
ら
、
そ
の
来
歴
な
ど

を
史
料
紹
介
し
ま
す
。
師
山
㟢
一
郎
氏

（
山
口
県
文
書
館
専
門
研
究
員
）
　
定
50

人（
当
日
先
着
順
） 

所
問
太
翔
館（
☎
782−

１
６
５
１
）

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
講
座

①
犬
・
猫
の
譲
渡
会
と
譲
渡
前
講
習
会

日
12
月
３
・
14
・
24
日　
▽
受
け
付
け

＝
講
習
会
…
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50

分
、譲
渡
会
…
午
前
11
時
ま
で
　
内
犬・

猫
の
譲
り
受
け
に
は
譲
渡
前
講
習
会
の

受
講
が
必
要（
面
接
審
査
あ
り
）。
講
習

会
の
修
了
証
を
持
っ
て
い
る
方
は
開
館

時
に
譲
り
受
け
が
可
　
持
身
分
を
証
明

で
き
る
物（
免
許
証
な
ど
）、
住
宅
で
飼

育
で
き
る
証
明
書
類（
集
合
住
宅
・
借
家

で
飼
育
予
定
の
場
合
）、
狂
犬
病
予
防
法

に
よ
る
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円（
犬
の

み
）、
動
物
を
連
れ
て
帰
る
た
め
に
必
要

な
物
、
万
が
一
の
場
合
に
譲
受
人
に
代

わ
っ
て
譲
り
受
け
た
犬
猫
を
飼
養
す
る

方
の
誓
約
書（
65
歳
以
上
の
方
の
み
）な
ど

②
犬
の
し
つ
け
方
教
室（
パ
ピ
ー
コ
ー
ス
）

対
市
内
在
住
の
８
カ
月
齢
ま
で
の
子
犬

飼
育
者
で
、
２
回
と
も

受
講
で
き
る
方　
▽
２

回
目
の
実
技
に
参
加
す

る
犬
は
登
録
済
み
で
狂

犬
病
予
防
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
、
５

種
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
済
み
で

あ
る
こ
と
　
日
12
月
９
・
16
日（
２
回
）

午
後
１
時
〜
３
時
　
内
▽
９
日
＝
講
師

と
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
し
つ
け
方
の
講
習　

▽
16
日
＝
し
つ
け
方
の
実
技
　
定
６
組

（
先
着
順
／
セ
ン
タ
ー
譲
渡
犬
優
先
）

持
２
回
目
＝
飼
育
犬
の
鑑
札
、
今
年
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
、
５
種
以
上

の
ワ
ク
チ
ン
証
明
書
、
犬
の
お
や
つ
な
ど

共
申
①
各
講
習
会
の
前
日
ま
で
に
、
②

12
月
１
日
〜
７
日
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
動
物
愛
護
管
理
セ
ン

タ
ー（
6
256−６
９
５
０　
Bhkdoubut

@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

）へ
。

問
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
263−

１
１
２
５
）

我
が
家
ら
し
さ
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
☆

「
家
計
」と「
働
き
方
」見
直
し
セ
ミ
ナ
ー

対
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
　

日
12
月
17
日（
日
）午

前
10
時
〜
正
午
　
所

勝
山
公
民
館
　
内
プ

ロ
か
ら
家
計
の
見
直

し
の
こ
つ
を
学
ぶ
　
師
藤
本
ひ
ろ
み
氏

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

定
40
人（
先
着
順
）
　
申
12
月
14
日（
木
）

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
代
、
電
話

番
号
を
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課（
6
231−

１
４
３
７　
Bsmjinken@city.shimo

noseki.yam
aguchi.jp

）へ
。

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

�

（
☎
231−

７
５
１
３
）

輝
き
セ
ミ
ナ
ー

「
お
正
月
の
生
け
花
教
室
」

対
成
人
の
方
　
日
12
月

24
日（
日
）午
後
２
時
〜

３
時
　
所
ア
ブ
ニ
ー
ル

師
北
村
博
子
氏（
池
坊
花
み
ず
き
）
　
定

15
人（
先
着
順
）
　
料
２
０
０
０
円
　
持

花
器
、
剣
山
、
は
さ
み
　
申
12
月
１
日

（
金
）か
ら
、
電
話
で
菊
川
教
育
支
所
へ
。

問
菊
川
教
育
支
所（
☎
287−

４
０
２
６
）

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

内【
12
月
】▽
１
・
15
日
＝
裂
き
織
り　

▽
２
・
16
日
＝
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム　
▽

５
・
19
日
＝
組
ひ
も
、
ゆ
き
ち
ゃ
ん
の

お
は
り
箱　
▽
６
・
20
日
＝
布
あ
そ
び

▽
７
・
14
日
＝
毛
糸
で
小
物　
▽
７
・

21
日
＝
古
布
で
小
物　
▽
10
・
24
日
＝

ガ
ラ
ス
工
芸　
▽
12
日
＝
廃
油
石
け
ん　

▽
12
・
26
日
＝
着
付
け　
▽
14
日
＝
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク　
▽
14
・
21
日
＝
表
具　

▽
20
・
22
日
＝
古
布
で
ぞ
う
り
　
申
12

月
１
日（
金
）か
ら
電
話（
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）で
。

所
問
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館

�

（
☎
252−

７
２
２
０
）

市
民
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
18
歳
以
上
の
方　
※
面
接
あ
り
　
日

希
望
曜
日
の
活
動
可
能
な
時
間（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）　
内
緩
和
ケ
ア
病

棟
に
お
い
て
、
花
の
手
入
れ
や
行
事
の

手
伝
い
な
ど　
※
２
カ
月
に
一
度
院
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
あ
り　
※
健
康
診

断
や
予
防
接
種
受
診
可
　
申
随
時
電
話

で
受
け
付
け

問
市
立
市
民
病
院（
☎
231−４
１
１
１
）

「
第
３
次
下
関
ぶ
ち
う
ま
食
育
プ
ラ
ン
」

（
素
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
の
食
育
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
第
３
次
下

関
ぶ
ち
う
ま
食
育
プ
ラ
ン（
仮
称
）」の
素

案
を
公
表
し
、
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

期
12
月
14
日
〜
１
月
12
日
　
所
閲
覧
場

募
　
集

ヘルシーランド下関でミニ門松づくり
　手作りのミニ門松でお正月を迎えませんか。
対幼稚園・保育園年中〜中学生　※幼児は保護者
同伴　日12月26日（火）午前10時30分〜 11時30分
定20人（先着順）　料600円　持汚れても
いい服装　申12月１日〜 19日に、直接
か電話で、◯必（６㌻）をヘルシーランド下
関へ。
問ヘルシーランド下関（☎256–0417）
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所
＝
市
役
所
本
庁
舎
新
館
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
、
保
健
総
務
課
、
各
総
合
支
所
、

本
庁
内
各
支
所　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
　
申
意
見
と
必（
６
㌻
）を
直

接
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

保
健
総
務
課
健
康
企
画
室（
〒
750−

８
５

２
１
市
内
南
部
町
1
番
１
号　
6
235−

３

９
０
１　
Bbuchiuma@city.shimo 

noseki.yam
aguchi.jp

）へ
。
※
閲
覧

場
所
に
設
置
の
提
出
箱
へ
投
函
も
可

問
保
健
総
務
課（
☎
231−

１
４
０
８
）

市
立
市
民
病
院
の
職
員
募
集

●
理
学
療
法
士
＝
対

昭
和
53
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
理
学
療
法
士
の

資
格
免
許
を
取
得（
来
春
取
得
見
込
み
含

む
）し
て
い
る
方
…
若
干
名

●
臨
床
心
理
士
＝
対
昭
和
33
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
臨
床
心
理
士
の
資

格
を
取
得
し
て
い
る
方
…
若
干
名

共
日
▽
試
験
日
＝
１
月
14
日（
日
）　
▽

試
験
会
場
＝
市
民
病
院　
▽
試
験
内
容

＝
専
門
試
験（
理
学
療
法
士
の
み
）、
作

文
、面
接
　
共
申
１
月
10
日（
水
／
必
着
）

ま
で
に
、
所
定
の
受
験
申
込
書
を
市
立

市
民
病
院
事
務
部（
〒
750−

８
５
２
０
市

内
向
洋
町
一
丁
目
13
番
１
号
）へ
。
※
受

験
申
込
書
は
、
市
役
所
本
庁
舎
新
館
１

階
案
内
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
、
各

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
配
布
。

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可　
※
郵
送
希
望
の
場
合
、
宛
先
を

書
い
た
角
型
２
号
の
返
信
用
封
筒
に
120

円
切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
、
市
民
病
院
へ

問
市
立
市
民
病
院（
☎
231−

４
１
１
１
）

自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す

●
陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校
生
徒

対
男
子
で
中
卒（
見
込
み
含
む
）17
歳
未

満
の
方
　
日
試
験
日
＝
１
月
20
日（
土
）
　

申
１
月
９
日（
火
）ま
で　

問
自
衛
隊
下
関
出
張
所（
☎
223−

３
９
３
５
）

創
業
支
援
施
設
の
入
居
者
募
集

対
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方　
①

新
た
に
創
業
か
創
業

後
５
年
以
内　
②
製

造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業　

③
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
か
技
術
力
を
有
す
る
方　
④
将
来
、

市
内
で
事
業
の
展
開
な
ど
を
図
ろ
う
と

す
る
方　
所
下
関
市
創
業
支
援
施
設（
下

関
商
工
会
議
所
１
階
）　
内
▽
募
集
数
＝

１
室（
約
28
平
方
㍍
）　
▽
入
居
可
能
日

＝
平
成
30
年
３
月
以
降（
予
定
）　
▽
期

間
＝
入
居
日
よ
り
２
年
間（
場
合
に
よ
り

１
年
延
長
あ
り
）　
料
月
額
１
万
４
４
０

０
円（
光
熱
費
な
ど
が
別
途
必
要
）
　
申

12
月
15
日（
金
）ま
で
に
申
請
書
と
必
要

書
類
の
提
出
を
。
※
提
出
後
、
審
査
あ
り

問
産
業
振
興
課（
☎
231−

１
２
６
５
）

川
棚
温
泉
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
新
規
会
員
募
集

　
川
棚
温
泉
街
や
川
棚
ク

ス
の
森
の
ガ
イ
ド
を
中
心

に
、
旧
街
道
や
史
跡
を
巡

る
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夢
が
丘

中
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
教
室
を
行
い
ま
す
。
※
月
１
度
の
例

会
・
研
修
、
年
１
回
の
視
察
研
修
あ
り

料
年
会
費
500
円　
※
申
し
込
み
、
詳
細

は
同
会
事
務
局（
☎
774−

３
８
５
５
／
川

棚
の
杜
内
）へ

問
観
光
政
策
課（
☎
231−

１
３
５
０
）

★
12
月
の
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
★（
注
１
）

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う

そ
の
一
歩
が
ロ
コ
モ
予
防
」

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

対
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ

い
て
悩
み
の
あ
る
方
、

そ
の
家
族
　
日
12
月
22

日（
金
）午
後
１
時
〜
３

時
　
所
市
役
所
本
庁
舎
新
館
３
階
相
談

室
　
定
４
人（
先
着
順
）　
申
12
月
１
日
〜

19
日
ま
で
に
電
話
で
成
人
保
健
課
へ
。

問
成
人
保
健
課（
☎
231−

１
４
１
９
）

お
い
で
ま
せ
糖
尿
病
教
室

日
12
月
１
・
８
・
15
・
22
日（
全
４
回
）

午
後
２
時
〜
４
時
　
内
▽
医
師
に
よ
る

糖
尿
病
基
礎
知
識
講
座　
▽
検
査
値
の

見
方　
▽
食
事
療
法
★
基
礎
編
、
応
用

保
　
健

編　
▽
日
常
生
活
に
つ
い
て　
▽
内
服

薬
★
イ
ン
ス
リ
ン
に
つ
い
て「
自
分
で
測

ろ
う
！
血
糖
値
」　
▽
運
動
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
よ
う
　
定
10
人（
先
着
順
）
　
持

糖
尿
病
手
帳
、
お
薬
手
帳
、
筆
記
用
具

申
電
話
で
、
平
日
午
後
１
時
〜
５
時
に

内
科
外
来
へ
。

所
問
市
立
市
民
病
院（
☎
231−

４
１
１
１
）

ふ
く
ふ
く
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
７

応
募
締
切
に
つ
い
て

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
　
期
12
月
26
日（
火

／
応
募
は
消
印
有
効
）ま
で
　

内
▽
参
加
方
法
＝
３
つ
の
目
標
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、
応

募
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応

募
す
る
。
▽
当
選
者
の
発
表
＝
２
月
下

旬
以
降
、
当
選
者
に
連
絡　
※
参
加
特

典
は
１
月
31
日（
水
）ま
で
利
用
可　
※

チ
ラ
シ
・
応
募
は
が
き
は
保
健
総
務
課
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布

問
保
健
総
務
課（
☎
231−

１
４
０
８
）

下関ブランド
明治維新150年記念認定品を
� 募集します！
　明治改元から150年を迎える平成30年を
契機として、地元にも愛される、維新発祥の
地下関から全国に誇れる、質の高い優良な下
関の産品を対象に記念認定を行います。
対食料品製造業を営む個人または法人であっ
て、市内に本社または主たる事業所を有する
中小企業者　内認定の基準＝ ▽下関ブランド
認定品　 ▽各種品評会などの受賞歴のある産
品　 ▽下関市地域資源活用促進事業に採択さ
れた商品　 ▽その他（市民などから推薦された
産品）　申１月31日（水／必着）までに、申請書
と必要書類を産業振興課（〒750-0009市内上田
中町一丁目16番３号）へ。※申請書はホームペー
ジからダウンロード　※他薦可
問産業振興課（☎232-7214）

レンコダイ
学生料理グランプリ
� 出品料理レシピ募集！
対市内在学の学生　日 ▽一次審査＝
書類審査　 ▽二次審査＝２月17日（土）
所唐戸市場２階魚食普及センター　
内テーマ「鯛

た い

好きの晋作もたまげる！
平成の連子鯛料理！」※詳細は「下関
おきそこ」のホームページ（http://shi 
monoseki-okisoko.cocolog-nifty.
com/）か下関漁港沖合底びき網漁業
ブランド化協議会（☎266-2141）へ　
申12月１日〜１月12日（金／必着）
に、応募用紙を郵送
かＥメールで同協議
会（〒750-0067市内大
和町一丁目16番１号　
Ba16401@pref.yama 
guchi.lg.jp）へ。
問水産課（☎231-1240）

△QRコード

平成29年12月号11

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ

（注１）健康スローガンに沿って、自分に合った健康づくりに無理せず取り組みましょう。



認
知
症
介
護
相
談
会

日
所
①
12
月
11
日（
月
）＝
山
陽
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
246−

３
８
８
５
）、
②
12
月
13

日（
水
）＝
豊
田
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
766−

２
０
４
１
）※
随
時
相
談
可（
要
事
前
連

絡
）　
定
各
３
人（
先
着
順
）　
申
開
催
日

の
３
日
前（
土
日
を
除
く
）ま
で
に
直
接

か
電
話
で
、
各
会
場
へ
。

問
成
人
保
健
課（
☎
231−

１
９
３
５
）

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
各
検
診（
健
診
）の
対
象
年
齢
は
、
年

度
末
が
基
準
日
に
な
り
ま
し
た
。

①
若
年
基
本
健
康
診
査（
年
度
内
１
回
受

診
可
）＝
対
市
内
在
住

の
18
歳
〜
39
歳
の
方

※
昭
和
52
年
４
月
１
日
〜
53
年
３
月
31

日
に
生
ま
れ
た
方
は
特
定
健
診
の
対
象

の
た
め
除
く
　
日
12
月
４
・
11
・
25
日

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
　
所
唐
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
　
内
診
察
、
身
体
計
測
、

血
圧
測
定
、尿
検
査
、血
液
検
査（
貧
血・

肝
機
能
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
腎
機
能
・

糖
尿
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
）　
定
20

人（
予
約
制
）
　
料
１
２
０
０
円
　
申
前

週
の
金
曜
日
ま
で
に
成
人
保
健
課
へ
。

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
年
度
内
１
回
受

診
可
）＝
対
市
内
在
住
の
20
・
25
・
30
・

35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
の
女
性
　
日
12
月
４
・
11
・
25
日

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
　
所
唐
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
　
内
問
診
、
骨
量
測
定

定
15
人（
予
約
制
）
　
料
300
円
　
申
前
週

の
金
曜
日
ま
で
に
成
人
保
健
課
へ
。

●
市
で
実
施
す
る
検
診
の
自
己
負
担
金

免
除
制
度

　
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

乳
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
喀か

く

痰た
ん

検
査
の
対
象
者
で
、
次
の
①
〜
④
に
該

当
の
方
は
、
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
①
受
診
日
現
在
、
満
70
歳
以
上
の
方　

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方　

③
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方　
④
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
　
持
①
年
齢
が
確

認
で
き
る
物　
②
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証　
③
生
活
保
護
受
給
者
証　

④
世
帯
の
非
課
税
証
明
書
か
成
人
保
健

課
発
行
書
類（
事
前
申
請
必
要
）

問
成
人
保
健
課（
☎
231−

１
９
３
５
）

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　
エ
イ
ズ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い

知
識
を
も
ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
取
れ

ば
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。

●
エ
イ
ズ
相
談
＆
血
液
検
査
窓
口

実施日 時　間 検査の
種類 予約の有無

11
月

27日
16：00

～

16：30
通常検査 不要

28日
29日
30日

10:00

～

11 :00

16:00

～

17 :00

通常検査
迅速検査

要
（迅速検査は
各日４人まで）12

月

１日
４日

〜

８日

※
通
常
検
査
は
１
週
間
後
、
迅
速
検
査

は
30
分
程
度
で
結
果
が
分
か
り
ま
す

※
梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
検
査
も
可　

※
結
果
は
直
接
口
頭
で
。
電
話
で
の
照

会
不
可　
※
感
染
の
可
能
性
の
あ
る
機

会
が
あ
っ
て
か
ら
３
カ
月
以
上
た
っ
て

検
査
を
受
け
な
い
と
正
し
い
判
定
が
で

き
ま
せ
ん　
※
月
曜
日
＝
午
後
４
時
〜

４
時
30
分
、
水
曜
日
＝
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
に
も
通
常
検
査
実
施　
※
相
談
お

よ
び
検
査
は
無
料
・
匿
名　
※
事
前
に

保
健
医
療
課
へ
連
絡
を
　
所
市
役
所
本

庁
舎
新
館
３
階

問
保
健
医
療
課（
☎
231−

１
５
３
０
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
強
化
期
間

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
は
冬
に
多
発

し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
、
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
で
人

か
ら
食
品
、
食
品
か
ら
人
、
人
か
ら
人

へ
感
染
し
ま
す
。▽
予
防
の
基
本
は「
手

洗
い
」で
す
。
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便

後
な
ど
石
け
ん
で
し
っ
か
り
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
▽
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
カ

キ
な
ど
の
二
枚
貝
の
内
臓
に
蓄
積
さ
れ

ま
す
。
二
枚
貝
は
、
中
心
ま
で
十
分
に

火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
衛
生
課（
☎
231−

１
９
３
６
）

胸
部
健
康
診
断

対
市
内
在
住
の
40
歳（
年
度
末
年
齢
）以

上
で
胸
部
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
の

な
い
方
　
日
▽
12
月
15
・
19
・
21
日
＝

午
前
９
時
30
分
〜
11
時　
▽
12
月
11
・

13
・
20
日
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

所
市
役
所
本
庁
舎
新
館
３
階
　
内
検
査

方
法
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影　
※
無
地
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
か
肌
着
１
枚
は
着
用
可　
※
検

査
結
果
は
１
カ
月
〜
２
カ
月
後
に
郵
送

で
通
知　

問
保
健
医
療
課（
☎
231−

１
５
３
０
）

年
末
年
始
の
医
療
機
関

　
年
末
年
始
の
日
曜
・

祝
日
当
番
医
に
よ
る
対

応
は
12
月
30
日
〜
１
月

３
日
ま
で
で
す
。
12
月

29
日
ま
で
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
対
応

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医

か
近
く
の
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
を
。

　
夜
間
の
急
病
の
際
は
、
下
関
市
夜
間

急
病
診
療
所（
内
科
・
小
児
科
）が
年
末

年
始
も
午
後
７
時
〜
11
時
ま
で
毎
日
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
31
日
〜
１

月
３
日
の
診
療
時
間
は
、
午
後
７
時
〜

午
前
０
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

問
保
健
医
療
課（
☎
231−

１
７
１
１
）

ふ
ぐ
処
理
師
試
験

対
高
等
学
校
入
学
資
格
を
有
す
る
方
で
、

ふ
ぐ
処
理
施
設
で
３
年
以
上
ふ
ぐ
の
処

理
業
務
に
従
事
し
た
方　
※
従
事
内
容

に
よ
り
そ
の
他
条
件
有
り
　
日
▽
学
科

試
験
＝
２
月
14
日（
水
）　
▽
実
技
試
験

＝
３
月
14
日（
水
）
　
所
山
口
県
庁
職
員

ホ
ー
ル（
山
口
市
滝
町
）
　
料
１
万
660
円

（
山
口
県
収
入
証
紙
で
納
付
）
　
申
１
月

４
日
〜
22
日
ま
で
に
、
必
要
書
類
と
受

験
料
を
添
え
て
、
生
活
衛
生
課
へ
。

問
生
活
衛
生
課（
☎
231−

１
９
３
６
）

セ
ッ
ト
が
ん
検
診

　
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
の
３

つ
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

対
市
内
在
住
で
年
度
末
年
齢
が
50
歳
以

上
の
偶
数
年
齢
の
方（
職
場
な
ど
で
検
診

を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
）　
内
料
左
表

の
通
り　
申
各
医
療
機
関
へ
。

実施医療機関 予約先
電話番号

セット内容 オプション
肺がん
（胸部
X線）

大腸
がん

胃がん
（下記どちらか）

特定健診
（国民健康保
険被保険者）

前立腺
がん

子宮
がん

乳
がん

肝炎
ウイルス
検診X線 内視鏡

2,400円 74歳まで
…1,000円 1,000円

けい部…1,200円
けい部・体部…

2,000円
1,700円 無料

下関医療センター（注１） ☎231-7887 ◯ ◯ ◯ − ◯ ◯ ◯ ◯ −
関門医療センター ☎241-1199 ◯ ◯ ◯ − ◯ ◯ − − ◯
山口県済生会豊浦病院 ☎774-0511 ◯ ◯ ◯ − ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
市立豊田中央病院 ☎766-1012 ◯ ◯ − ◯ ◯ ◯ − − ◯

（注１）は特定健診受診が必須。 ※自己負担金免除制度あり　※胃切除等の手術を受けた方は申し出てくだ
さい　※山口県済生会下関総合病院、市立市民病院は受付終了

問
成
人
保
健
課（
☎
231−

１
９
３
５
）
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の

定
期
予
防
接
種

　
こ
の
予
防
接
種
は
接
種
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎

な
ど
の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を

防
ぐ
も
の
で
す
。
期
間
を
過
ぎ
た
場
合

は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
今
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
歴
が
な
い
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方　
①
平
成
29
年
度
に
、
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
100
歳
と

な
る
方　
※
対
象
年
度
内
で
あ
れ
ば
年

齢
に
達
し
て
い
な
く
て
も
接
種
可　
②

60
歳
〜
64
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
に
障
害（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
）の
あ
る
方
　
期
平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）ま
で
　
料
２
７
８
０
円　
※
対
象

者
の
う
ち
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
　

持
生
活
保
護
受
給
者
は
生
活
保
護
受
給

者
証
、
60
歳
〜
64
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
に
障
害（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
程
度
）の
あ
る
方
は
身
体
障
害
者
手

帳
　
申
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
※
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
が
な
い
場
合
は
保
健
医

療
課
へ
相
談
を

問
保
健
医
療
課（
☎
231−

１
５
３
０
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
11

月
下
旬
〜
３
月
に
流
行
し

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
際
に
は
、
必
ず

手
洗
い
、
う
が
い
を
す
る　
▽
せ
き
な

ど
の
症
状
の
あ
る
時
や
外
出
時
に
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る　
▽
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
時
に
は
、
な
る
べ
く
人
混

み
を
避
け
、
不
要
な
外
出
を
控
え
る

▽
抵
抗
力
を
上
げ
る
た
め
に
、
日
頃
か

ら
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
る　
▽

室
温
20
度
前
後
、
湿
度
50
㌫
〜
60
㌫
を

保
ち
、
換
気
を
す
る
な
ど
環
境
を
整
え

る　
▽
予
防
接
種
を
受
け
る　
▽
風
邪

症
状
が
あ
る
時
は
マ
ス
ク
を
付
け
、
医

療
機
関
で
受
診
す
る

問
保
健
医
療
課（
☎
231−

１
５
３
０
）

フ
グ
に
よ
る
食
中
毒
に
気
を
つ
け
て
！

　
昨
年
、
全
国
で
フ
グ
に
よ
る
食
中
毒

は
17
件
発
生
し
て
い
ま
す（
患
者
数
31
人

う
ち
死
者
０
人
）。
フ
グ
毒
の
強
さ
は
、

種
類
や
個
体
、
部
位
に
よ
っ
て
異
な
り
、

季
節
に
よ
っ
て
も
変
動
し
ま
す
。
中
毒

は
し
び
れ
や
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
現

れ
、
最
悪
の
場
合
は
呼
吸
困
難
で
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
ふ
ぐ
処
理
師
以
外
の
人
は
フ
グ
の
処

理
は
で
き
ま
せ
ん　
▽
卵
巣
や
肝
臓
な

ど
の
内
臓
は
絶
対
に
食
べ
な
い
で
く
だ

さ
い　
▽
魚
介
類
販
売
者
は
、
ふ
ぐ
処

理
師
免
許
の
な
い
方
へ
は
、
除
毒
し
て

い
な
い
フ
グ
の
販
売
・
譲
渡
は
で
き
ま

せ
ん

問
生
活
衛
生
課（
☎
231−

１
９
３
６
）

育
児
学
級

●
離
乳
食
編
　
対
生
後
４

カ
月
〜
６
カ
月
ご
ろ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
　
日
所

①
１
月
26
日（
金
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分
ご
ろ
＝
川
中
公
民
館
　

内
離
乳
食
、
育
児
に
つ
い
て
　
定
20
組
　

料
100
円

こ
ど
も

●
子
育
て
編
　
対
生
後
８
カ
月
〜
１
歳

ご
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
　
日
②
１

月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
35
分
ご

ろ
＝
長
府
東
公
民
館
　
内
歯
・
育
児
に

つ
い
て
　
定
30
組

共
持
母
子
健
康
手
帳
　
共
申
電
話
で
、

①
12
月
26
日（
火
）か
ら
新
下
関
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
263−

６
２
２
２
）、
②
12
月

19
日（
火
）か
ら
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

246−

３
８
８
５
）へ
。

問
こ
ど
も
保
健
課（
☎
231−

１
４
４
７
）

母
親
学
級

対
妊
娠
中
の
方
　
日
12
月
20
日（
水
）午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
所
新
下
関

保
健
セ
ン
タ
ー
　
内
妊
婦
さ
ん
の
食
事
、

歯
の
は
な
し
　
師
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
　
定
30
人（
予
約
制
）
　
持
母
子
健
康

手
帳　

申
問
こ
ど
も
保
健
課（
☎
231−

１
４
４
７
）

親
子
で
楽
し
む

子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

●
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
＝
日
12
月
16
日（
土
）

午
後
１
時
、
午
後
３
時　

所
シ
ー
モ
ー
ル
シ
ア
タ
ー

（
竹
崎
町
四
丁
目
）
　
内
マ
マ
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド「
い
し
ん
ぴ
よ
ぴ
よ
隊
」に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。

そ
の
他
ビ
ン
ゴ
大
会（
景
品
有
り
）な
ど

定
各
160
人（
当
日
先
着
順
）※
詳
し
く
は
、

下
関
商
業
開
発（
☎
232−

１
１
１
８
）へ

問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231−

１
３
５
３
）

対平成30年４月１日現在、
市内に住民票があり、保護
者が次のいずれかに該当し
保育が必要な場合　 ▽家庭
外（内）で仕事をしている　

▽出産前後のため保育がで
きない　 ▽保護者の長期疾
病か障害　 ▽同居親族の介
護・看護や長期入院してい
る親族の入院付き添い　 ▽

火災・風水害・地震などの
災害の復旧　 ▽求職活動や
起業準備　 ▽学校や職業訓
練校などの就学　 ▽虐待や
DVの恐れがあること　 ▽市
長が認める前述に類する状
態にある場合　持子どもの
ための教育・保育給付支給
認定申請書、各種証明書な
ど必要な書類、印鑑、申請
者のマイナンバーを確認で

きる物、身元の
確認ができる物（免許証など）　
申 ▽追加募集＝（１回目）12月
８日（金）まで、（２回目）12月
11日〜１月31日　※育児休
業明け保育所入所予約を含
む　 ▽求職活動を理由とす
る方についても随時受け付
けしますが、選考は追加募
集２回目の方と同時に行い
ます。※入園を希望する保
育園、こども園で申し込み
を　※日曜日、祝日を除く　
※申込書は各施設、こども
育成課、各総合支所市民生
活課で配布
●幼稚園、認定こども園

（幼稚園タイプ）の園児募集
（４月から）は各園に直接問
い合わせを
問こども育成課（☎231–1912）

保育園、認定こども園（保育園タイプ）
� の園児募集（４月から）

育児・健康相談（12月）
日下表の通り　内 ▽相談担当者＝保健師
など　※育児相談は母子健康手帳を持参
問育児相談＝こども保健課（☎231-1447）、
健康相談＝成人保健課（☎231-1935）
育…育児相談　健…健康相談　骨…骨量測定

場　　所 日 曜
内　容

10：00
〜

12：00

13：30

〜

15：30
唐戸保健センター 1 金 育

豊北保健センター 1 金 育

六連島漁村センター 8 金 健

豊田子育て支援センター 12 火 育

王 喜 公 民 館 15 金 健・骨

新下関保健センター 18 月 育
10:00～11:30

菊川保健センター 20 水 育

山陽保健センター 22 金 育

豊浦保健センター 22 金 育

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成29年12月号13
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行
っ
て
み
よ
う
！

ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
の
催
し

●
大
き
く
な
っ
た
ね
＆
お
た
ん
じ
ょ
う

び
お
め
で
と
う
＝
対
親

子
　
日
12
月
11
日（
月
） 

午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　
内
子
ど
も

の
成
長
記
録
と
し
て
、
身
体
測
定
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
誕
生
日
の
子
ど
も
に

は
、
お
誕
生
カ
ー
ド
を
贈
呈

●
親
子E

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

NGLISH!（
小
学
校
低
学
年
ク

ラ
ス
）＝
対
小
学
校
低
学
年（
保
護
者
同
伴
）　

日
12
月
10
日（
日
）午
後
2
時
30
分
〜
3

時
30
分
　
内
発
音
・
こ
と
ば
の
ち
が
い

を
、
遊
び
を
通
し
て
耳
と
動
き
で
ま
な

ぼ
う
！
　
定
８
人
　
料
500
円

共
申
電
話
で
、
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
へ
。

問
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館

�

（
☎
227−

２
５
８
１
）

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
し
付
け
に
つ
い
て

　
進
学
に
係
る
費
用
や
就
職
の
準
備
金

な
ど
、
必
要
な
資
金
の
貸
付
制
度
で
す
。

申
請
か
ら
貸
し
付
け
ま
で
最
長
２
カ
月

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
相
談
を
。

※
貸
し
付
け
に
は
一
定
の
条
件
あ
り　

※
申
請
後
の
審
査
に
よ
り
、
貸
付
金
額

の
減
額
や
、
貸
し
付
け
が
で
き
な
い
場

合
あ
り　

対
市
内
在
住
の
母
子

家
庭
の
母
・
父
子
家

庭
の
父
・
寡
婦
、
父
母
の
い
な
い
児
童

※
現
在
の
収
入
で
必
要
な
経
費
を
賄
え

る
場
合
は
対
象
外
　
申
▽
申
請
期
限
＝

毎
月
10
日　
※
申
請
前
に
事
前
面
談
が

必
要（
要
予
約
）※
受
け
付
け
＝
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

申
問
こ
ど
も
家
庭
課（
☎
231−

１
３
５
８
）

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

●
ゆ
た
か
児
童
館（
☎
253−

８
２
８
１
）

▽
親
と
子
の
防
火
指
導
教
室
＝
対
幼
児

と
そ
の
保
護
者
　
日
12
月
４
日（
月
）午

前
10
時
30
分
　
内
紙
芝
居
、
消
防
車
の

見
学
と
記
念
撮
影
な
ど
。

●
ひ
か
り
童
夢（
☎
229−
０
９
８
０
）

▽
文
関
小
合
唱
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
＝
対
幼
児
と
保
護
者
、
小
学

生
　
日
12
月
9
日（
土
）午
前
11
時　
▽

パ
ス
テ
ル
画
教
室
＝
対
幼
児
と
保
護
者
、

小
学
生
　
日
12
月
16
日（
土
）午
後
1
時

50
分
　
定
20
組（
先
着
順
）
　
持
お
し
ぼ

り
、
10
円
玉
　
申
12
月
9
日（
土
）ま
で

に
直
接
か
電
話
で
、
ひ
か
り
童
夢
へ
。

●
ひ
こ
ま
る（
☎
266−

３
３
２
１
）

▽
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＝
対
乳
幼
児
と

保
護
者
　
日
12
月
8
日（
金
）午
前
11
時

20
分　
▽
新
聞
紙
で
た
こ
づ
く
り
＝
対

幼
児
と
保
護
者
、
小
学
生
　
日
12
月
９

日（
土
）午
前
10
時
30
分
　
定
15
人（
先
着

順
）　
料
100
円（
材
料
費
）　
申
直
接
か
電

話
で
、
ひ
こ
ま
る
へ
。

●
宇
賀
児
童
館（
☎
776−

０
０
０
１
）

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
年
賀
状
を
作
ろ
う
＝

対
幼
児
と
保
護
者
、
小
学
生
　
日
12
月

9
日（
土
）午
前
10
時
30
分　
▽
ク
リ
ス

マ
ス
お
楽
し
み
会
＝
対
幼
児
と
保
護
者
、

小
学
生
な
ど
　
日
12
月
16
日（
土
）午
後

１
時
30
分
　
内
カ
バ
お
じ
さ
ん
の
腹
話

術
や
歌
、
ゲ
ー
ム
な
ど
　
定
50
人（
先
着

順
）　
申
12
月
１
日
〜
12
月
10
日
に
、
直

接
か
電
話
で
宇
賀
児
童
館
へ
。

介
護
予
防
教
室 

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
教
室
」

　
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
体
操
や
運
動
を
行
い

ま
す
。
※
１
人
１
教
室
ま
で　
※
全
12

回
程
度　

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
医
師
な
ど

か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
、
要

介
護
認
定
が
な
い
方
　
所
日
①
市
民
セ

ン
タ
ー
＝
毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　
②
北
部
公
民
館
＝
毎
週
木
曜

日 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
定
25
人
　

申
電
話
で
、
①
12
月
20
日（
水
）ま
で
に

本
庁
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

250−

８
５
２
１
）、
②
12
月
15
日（
金
）ま

で
に
本
庁
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
255−

１
１
１
１
）へ
。

問
長
寿
支
援
課（
☎
231−

１
３
４
０
）

福
祉
・医
療

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」と
い
う
、
日

本
の
現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

に
向
け
て
、
ひ
き
こ
も
り
本
人
や
家
族
、

支
援
者
が
一
層
の
理
解
と
連
携
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

日
12
月
10
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
４

時
　
所
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国（
岩
国
市
三

笠
町
一
丁
目
）※
成
人
保
健
課
で
は
ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

問
成
人
保
健
課（
☎
231−

１
４
１
９
）

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
支
給

　
要
介
護
者
を
介
護
す
る

同
居
家
族
に
、
紙
お
む
つ

な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
要
介
護

者
を
介
護
し
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
同
居
家
族　
▽
市
内
に
居
住
し
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る　
▽
要
介
護
３・

４
・
５
で
あ
る　
▽
生
活
保
護
を
受
給

生活・福祉の総合相談窓口

相談無料、秘密厳守

　仕事や就職活動、家計のやりく
り、借金、家賃の支払いなど、あ
なたの生活・福祉に関する悩み、
困り事の解決を支援します。
※家族や身近な方からもご相談い
ただけます

どうして我が家は毎月お金が足りないの
「どうしよう」を
　　 相談しよう！

日平日午前９時～午後５時

社会福祉法人下関市社会福祉協議会
【本　　所】☎232－2003（貴船町）
【菊川支所】☎287－0126（下岡枝）
【豊田支所】☎766－0641（矢田）
【豊浦支所】☎774－1122（川棚）
【豊北支所】☎782－1745（滝部）

平成30年４月からの
児童クラブ入会児童募集

対平成30年４月１日時点で、市内の小学校に
就学予定の児童か、市内在住で市外の小学校に
就学予定の児童で、その保護者が次の理由によ
り、昼間家庭で児童の保育ができないと認めら
れる場合　 ▽自宅外か自宅内での仕事　 ▽出産
前後　 ▽長期の疾病か心身の障害　 ▽同居家族
の介護・看護　 ▽災害の被災・復旧　 ▽その他、
市長が特に必要と認める状態　持放課後児童ク
ラブ入会申請書、各種証明書など必要な書類、
印鑑、口座振替依頼書（本人用控）の写し　申１
月９日〜２月７日（必着）に、
入会希望の児童クラブへ。
※日曜日、祝日を除く　※申
請書などは、12月11日（月）
から各児童クラブ、こども家
庭課、各総合支所市民生活課で配布
問こども家庭課（☎231–1431）
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し
て
い
な
い　
※
要
介
護
３
の
場
合
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
合
計
３
万

円
を
超
え
る
介
護
用
品
を
購
入
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
領
収
書
を
添
付
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て

申
請
を
　
内
▽
支
給
品
目
＝
紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
ゴ
ム
手
袋
、
お
尻
拭

き
シ
ー
ト　
▽
支
給
限
度
＝
２
カ
月
に

つ
き
１
万
円
を
上
限
と
し
て
現
物
支
給

▽
利
用
者
負
担
＝
支
給
に
要
す
る
費
用

の
１
割

問
長
寿
支
援
課（
☎
231−

１
３
４
０
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
▽
菊
川（
☎
287−

４
０
０
３
）

　
▽
豊
田（
☎
766−

２
１
８
０
）

　
▽
豊
浦（
☎
772−

４
０
２
３
）

　
▽
豊
北（
☎
782−

１
９
２
２
）

国
民
健
康
保
険
料
算
定
に
係
る

所
得
等
の
申
告
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
算

定
の
た
め
、
平
成
30
年
1
月
に
所
得
等

の
申
告
書（
簡
易
申
告
書
）を
対
象
の
方

に
発
送
し
ま
す
。
申
告
書
の
様
式
に
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明
書

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
用
の
簡
易

申
告
を
し
て
い
た
方
で
あ
っ
て
も
、
平

成
29
年
中
に
収
入
の
あ
る
場
合
や
、
保

育
料
算
定
・
公
営
住
宅
入
居
審
査
・
そ

保
険
・
年
金

の
他
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
た

め
に
税
務
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
市・

県
民
税
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
収

入
の
な
い
方
や
、
非
課
税
収
入（
遺
族
・

障
害
年
金
、
失
業
保
険
な
ど
）の
み
の
方

に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
保
険
年
金
課

窓
口
で
簡
易
申
告
が
で
き
ま
す

問
保
険
年
金
課（
☎
231−

１
９
３
０
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一
時
金

直
接
支
払
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産

し
た
と
き
、
出
産
育
児
一
時

金
が
世
帯
主
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
出
産
費
用
に
充
て
る
た
め
に
医
療

機
関
へ
直
接
支
払
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

内
上
限
42
万
円　
※
出
産
費
用
が
42
万

円
未
満
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
差
額
を

支
給　
※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入

し
な
い
医
療
機
関
で
出
産
し
た
場
合
、

１
万
６
０
０
０
円
を
減
算　
※
出
産
日

翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
場
合
は
、

支
給
不
可

問
保
険
年
金
課（
☎
231−

１
６
６
８
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

後
期
高
齢
者
医
療
の
入
院
時
食
事

代
等
減
額
制
度
の
申
請
を

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
そ
の

月
に
支
払
う
自
己
負
担
限
度
額
が
最
初

か
ら
低
所
得
区
分
の
も
の
と
な
り
、
ま

た
、
入
院
時
の
食
事
代
が
安
く
な
る
後

期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申

請
月
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
認
定
証
の
交

付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
適
用
期
間
＝
申
請
月
の
１
日
〜
平
成

30
年
７
月
31
日
　
持
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
過
去
１
年
間
の

入
院
領
収
書
、
年
金
証
書（
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
の
み
）　
申
保
険
年
金
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
本
庁
の
各
支

所
へ
。

問
保
険
年
金
課（
☎
231−

１
３
０
６
）、 

各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
方
は
認
定
申
請
を

対
市
内
に
住
所
が
あ
る
、

昭
和
28
年
１
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

日
常
生
活
に
介
護
が
必

要
な
た
め
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方
　
持
介
護
保

険
被
保
険
者
証
、
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
　
申
介
護
保
険
課
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、
本
庁
の
各
支
所
へ
。

問
介
護
保
険
課（
☎
231−

３
１
８
４
）

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

●
豊
田
総
合
支
所
＝
日
12
月
15
日（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時
　
定
６
人（
先
着
順
）

申
12
月
１
日
〜
15
日
に
、
電
話
で
豊
田

総
合
支
所（
☎
766−

２
０
７
９
）へ
。

相
　
談

●
市
民
相
談
所
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
の

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時　

※
祝
日
休
み
　
定
12
人（
相
談
日
の
１
週

間
前
か
ら
直
接
か
電
話
で
予
約
を
）※
職

員
に
よ
る
一
般
相
談
は
平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
に
実
施

問
市
民
相
談
所（
☎
231−

３
７
３
０
）

勤
労
福
祉
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
労
働
相
談
＝
雇
用
問
題
や
賃
金
・
休

暇
・
労
働
時
間
な
ど　

日
毎
週
火
・
木
、
第

１
・
３
・
５
金
曜
日
、

第
２
・
４
土
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５

時　
※
相
談
は
直
接
来
館
か
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル（
勤
労
福
祉
会
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内 

労
働
相
談「
入
力
フ
ォ
ー
ム
」か
ら

送
信
）

問
勤
労
福
祉
会
館（
☎
223−

２
１
７
１
）

浄
化
槽
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
を
始
め
て
３
カ
月
経
過
後
５
カ
月
の

間
と
、
そ
の
後
１
年
に
１
回
は
県
知
事

が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
山
口
県
浄
化

槽
協
会
に
よ
る
検
査
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、

本
来
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
維
持
管
理

業
者
と
委
託
契
約
を
し
て
い
て
も
、
検

査
は
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
※

検
査
の
時
期
に
な
っ
た
ら
、
山
口
県
浄

化
槽
協
会
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す

問
廃
棄
物
対
策
課（
☎
252−

０
９
７
８
）

お
知
ら
せ

行政相談・人権相談・年金相談（12月）
・行政相談…国の行政機関に関する苦情、要望、意見等
　【詳細】山口行政監視行政相談センター（☎083-932-1100）
・人権相談…差別、暴行、虐待、セクハラ、パワハラ、
　いじめ、体罰、名誉侵害等、人権問題全般
　【詳細】山口地方法務局　下関支局（☎234-4000）
・年金相談…年金に関する事
　【詳細】山口県社会保険労務士会　下関支部
� （☎083-923-1720）
問市民文化課（☎231-1830）
内　容 日 曜 時　間 会　場

行政相談

11 月 10：00～12：00 菊川町総合福祉会館
13 水

13：00～16：00
市役所本庁舎新館５階

14 木 長府公民館
15 金 川中公民館
19 火

10：00～12：00
豊浦総合支所

20 水 豊北保健センター
22 金 社会福祉協議会豊田支所

人権相談
7 木

10：00～12：00

小月公民館
勝山公民館

11 月 菊川町総合福祉会館
20 水 豊北保健センター

年金相談 13 水 13：00～16：00 市役所本庁舎新館５階

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成29年12月号15
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下
関
市
表
彰 

功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

　
下
関
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
が
、

11
月
22
日（
水
）に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
・
功
労
別
五
十
音
順
）

●
教
育
文
化
功
労　
花
柳
佳
寿
広（
貴
船

町
四
丁
目
）

●
厚
生
功
労　
小
田
正
隆（
豊
田
町
大
字

殿
敷
）、
川
本
健
二（
大
字
田
倉
）、
瀬
木

謙
二（
生
野
町
二
丁
目
）、松
浦
咲
子（
椋

野
上
町
）、
百
合
野
信
雄（
彦
島
塩
浜
町

一
丁
目
） 

●
社
会
事
業
功
労　
生
田
照
代（
長
崎
町

一
丁
目
）、石
川
好
子（
向
洋
町
二
丁
目
）、

岩
根
吉
夫（
大
学
町
三
丁
目
）、
植
田
実

知
子（
彦
島
緑
町
）、
浦
野
洋
子（
新
垢
田

北
町
）、
太
田
英
弘（
大
字
阿
内
）、
金
本

愼
太
郎（
春
日
町
）、
神
田
珠
惠（
彦
島
江

の
浦
町
一
丁
目
）、
坂
井
和
子（
清
末
西

町
三
丁
目
）、
榊 

梢（
彦
島
福
浦
町
一
丁

目
）、
篠
田
好
人（
小
月
宮
の
町
）、
髙
橋 

勉（
彦
島
塩
浜
町
三
丁
目
）、
俵 

具
子

（
長
崎
新
町
）、
堤 

康
彦（
長
府
松
小
田

西
町
）、
長
田
千
惠
子（
山
の
田
本
町
）、

中
村
幸
江（
田
倉
御
殿
町
一
丁
目
）、
林 

眞
一
郎（
観
音
崎
町
）、
原
田
裕
子（
大
字

有
冨
）、
原
田
正
昭（
新
垢
田
南
町
三
丁

目
）、
平
井
尚
美（
武
久
西
原
台
）、
前
原

典
子（
羽
山
町
）、
三
島
愛
子（
丸
山
町
五

丁
目
）、
水
野
龍
夫（
長
府
中
六
波
町
）、

宮
川
牧
子（
大
学
町
一
丁
目
）、
山
中
由

美
子（
彦
島
迫
町
四
丁
目
）、
吉
岡
一
代

（
後
田
町
三
丁
目
）、
和
田 

明（
上
新
地

町
四
丁
目
）、綿
野
道
子（
大
学
町
四
丁
目
）

問
総
務
部
総
務
課（
☎
234−

２
６
７
２
）

住
宅
の
耐
震
診
断
事
業

●
耐
震
診
断
＝
８
件（
先
着

順
）　
対
市
内
に
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
在
来
軸

組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
、

伝
統
工
法
に
よ
り
着
工
さ
れ
た
階
数
が

３
以
下
の
木
造
一
戸
建
て
住
宅（
昭
和
56

年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
か
耐
震
改
修

を
行
っ
て
い
な
い
も
の
）＝
無
料
で
診
断

申
12
月
26
日（
火
）ま
で
に
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
を
。
※
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
住
宅
政
策
課
ま
で　
※
そ

の
他
条
件
あ
り

問
住
宅
政
策
課（
☎
231−

１
９
４
１
）

や
ま
ぐ
ち
地
域
就
職
説
明
会

対
求
職
中
の
方
、
平
成
30
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生（
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専

修
学
校
な
ど
）　
日
12
月
７
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
　
所
海
峡
メ
ッ
セ
下

関（
豊
前
田
町
三
丁
目
）
　
内
開
催
地
域

に
就
業
場
所
が
あ
り
、
正
社
員
か
常
用

雇
用
者
を
採
用
予
定
の
企
業
15
社
〜
30

社
程
度
参
加
予
定　
※
下
関
会
場
以
外

に
も
開
催
会
場
あ
り　

問
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
083−

976−

１
１
４
５
）

平
成
30
年
度
償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

　
工
場
や
商
店
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
市
へ
の
申

告
義
務
が
あ
り
ま
す
。
償
却
資
産
申
告

書
の
様
式
一
式
を
12
月
中
旬
ご
ろ
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方

は
あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を
し
て
く
だ
さ

い
。
個
人
事
業
主
の
方
の
申
告
書
様
式

お
よ
び
納
税
通
知
書
は
、
原
則
自
宅
住

所
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム（e

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

LTAX

）か
ら
も
申
告
で
き
ま
す
。

申
１
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
資
産
税
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ
。

問
資
産
税
課（
☎
231−

１
９
１
８
）、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課　
▽
菊
川（
☎
287−

４
０
０
１
）　
▽
豊
田（
☎
766−

２
９
５
３
）

▽
豊
浦（
☎
772−

４
０
１
２
）　
▽
豊
北（
☎

782−

１
９
１
８
）

農
業
経
営
の
収
入
保
険
が

平
成
31
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

　
農
業
者
の
方
へ
農
林
水
産

省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
新
し
く
導
入
さ
れ
る
収
入

保
険
で
は
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、

価
格
の
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
保
険
料
の
掛
金

は
、
補
償
金
額
の
１
㌫
程
度
で
農
家
ご

と
の
平
均
収
入
の
８
割
以
上
の
収
入
が

確
保
さ
れ
ま
す
。

対
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者　

※
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
な
い
農
業
者

で
も
、
毎
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄

り
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
れ
ば
、
翌
々
年
か
ら
収
入
保

険
制
度
に
加
入
可
能
　
内
対
象
品
目
＝

農
産
物　
※
詳
し
く
は
、
山
口
県
農
業

共
済
組
合
西
部
総
合
支
所（
☎
772−

２
２

１
１
）へ

問
農
業
振
興
課（
☎
231−

１
２
２
６
）

「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」の

更
新
手
続
き
を

　
平
成
30
年
１
月
か
ら
、
本
人
以
外
の

第
三
者
や
代
理
人
に
戸
籍
謄
本
等
を
交

付
し
た
と
き
に
本
人
に
通
知
す
る「
登
録

型
本
人
通
知
制
度
」が
、
住
民
票
等
を
交

付
し
た
場
合
も
通
知
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国道435号
美祢豊田バイパス開通
　12月24日（日）午後４時に国道
435号美祢豊田バイパスが全線開
通します（今回開通区間＝豊田町大
字殿敷〜大字八道の2.8㌔㍍）。
※詳細は山口県下関土木建築事務
所工務第二課（☎223–7114）へ
問都市計画課（☎231–1932）

年末年始の
ごみの収集
　12月30日〜１月３日まで、ごみの収集をお休み
します。年始は１月４日（木）から通常収集となります。
　年末の最終収集日以降のごみは、年始の収集日ま
で出さないでください。※詳しくはごみ収集カレン
ダーで確認してください
●粗大ごみ等受付センター休業日
12月29日〜１月３日　※インターネットでの粗大
ごみ等の申し込みは休業日でも24時間受付中
●ごみ搬入受付休業日
12月30日〜１月３日
問クリーン推進課（☎251–1194）、各総合支所市民生
活課　 ▽菊川（☎287–4004）　 ▽豊田（☎766–2187）　

▽豊浦（☎772–4017）　 ▽豊北（☎782–1925）　 ▽奥
山工場（☎257–5311）　 ▽ 吉母管理場（☎286–2803）　

▽クリーンセンター響（☎776–0321）

至 長門

至 美祢

至 下関市街

至 豊北

道の駅「蛍街道西ノ市」

国道435号美祢豊田バイパス5.4km

開通区間 2.8km 既開通区間 2.6km

下関市
豊田総合支所

435

435

34

34

65
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市役所の 年 末 年 始 の 窓 口（休み）

　
平
成
26
年
中
に
登
録
を
さ
れ
た
方
は
、

平
成
29
年
12
月
末
が
期
間
満
了
と
な
り

ま
す
。
継
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
登

録
期
間
内
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
支
所
で
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
更
新
手
続
き
に
必
要
な
物
＝
登
録
申

請
書
、
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

旅
券
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）※

代
理
人
の
場
合
は
問
い
合
わ
せ
を

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
☎
231−

１
１
９
０
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
た
め
の
就
職
説
明
会

日
12
月
６
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

所
勝
山
公
民
館
　
内
女
性
採
用
に
積
極

的
な
企
業
が
参
加
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
カ
ラ
ー
診
断
セ
ミ
ナ
ー
同
時

開
催（
午
前
10
時
）※
無
料
託
児
コ
ー
ナ
ー

有
り（
要
事
前
申
し
込
み
）

問
産
業
立
地
・
就
業
支
援
課

�

（
☎
231−

１
３
１
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に

つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。
各
種
手
続（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
支

部
か
本
部
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部（
☎
03−

６
７
３
１−

２
８
８
７　
6 

03−

６
７
３
１−

２
８
９
０
）へ

問
農
林
整
備
課（
☎
231−

１
２
５
６
）

サ
ン
グ
リ
ー
ン
菊
川
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
明
治
維
新
150
年
記
念
宿
泊
プ
ラ
ン 「
船

翁
」＝
期
３
月
31
日（
土
）ま
で　

※
年

末
年
始
は
除
く
　
内
明
治
維
新
150
年
を

記
念
し
た
特
別
プ
ラ
ン
。
期
間
中
に
プ

ラ
ン
を
利
用
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
10
人
に
菊
川
素そ

う

麺め
ん

150
日
分
を
プ
レ
ゼ

ン
ト　
料
大
人
１
万
５
０
０
０
円
〜（
１

泊
２
食
）　
申
３
日
前
ま
で
に
電
話
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約

問
サ
ン
グ
リ
ー
ン
菊
川

�

（
☎
287−
１
７
６
０
）

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

を
活
用
し
た
森
林
整
備

対
森
林
所
有
者　

●
森
林
機
能
回
復
事
業（
間
伐
）

　
私
有
林
内
で
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い

る
36
年
生
以
上
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
を
対
象
に
、
40
㌫
以
上
の
間
伐
を

行
い
ま
す
。
※
所
有
者
負
担
な
し　
※

事
業
実
施
に
伴
う
制
約
あ
り

●
繁
茂
竹
林
整
備
事
業（
伐
採
）

　
私
有
林
内
で
繁
茂
し
た
放
置
竹
林
の

伐
採
お
よ
び
再
生
竹
の
除
去
を
行
い
ま

す
。
※
所
有
者
負
担
な
し　
※
事
業
実

施
に
伴
う
制
約
あ
り

問
下
関
農
林
事
務
所（
☎
766−

１
１
８
２
）、

農
林
整
備
課（
☎
231−

１
２
５
６
）

アブニール 29日～１月３日
宇賀ふれあいセンター 29日～１月３日

園芸センター 29日～１月３日
小野ふれあいセンター 29日～１月３日

海響館 年末年始とも開館
旧下関英国領事館 28日～１月１日

勤労福祉会館 29日～１月５日
県立下関武道館 29日～１月３日

考古博物館 28日～１月４日
公民館（市内各公民館） 29日～１月３日
サテライトオフィス（全て） 29日～１月３日
下関アクティブセンター 29日～１月３日

下関駅・
新下関駅観光案内所 １月１日

下関観光情報センター 29日～１月３日

しものせき環境みらい館 29日～１月３日
下関フィッシングパーク 30日～１月２日

市民会館 29日～１月３日　
市民センター 29日～１月３日

市民ふれあい農園 29日～１月３日
市立東行記念館 28日～１月４日

市立美術館 28日～１月４日
市立歴史博物館 28日～１月４日

障害者スポーツセンター 28日～１月４日
身体障害者福祉センター 28日～１月４日

新下関市場 １月１日～４日
青年の家 29日～１月３日

創業支援カフェ KARASTA. 29日～１月３日
田中絹代ぶんか館　 28日～１月４日

長府庭園 28日～１月１日
長府毛利邸 28日～１月１日

つのしま自然館 28日～１月４日
角島灯台公園展望ギャラリー 年末年始とも開館
動物愛護管理センター 29日～１月３日
豊浦勤労青少年ホーム 29日～１月３日
豊浦ふれあいセンター 29日～１月３日
豊田生涯学習センター 29日～１月３日
豊田町道の駅「蛍街道西ノ市」 年末年始とも営業
豊田ホタルの里ミュージアム 28日～１月４日
豊田農村勤労福祉センター 28日～１月４日

ドリームシップ 29日～１月３日
乃木浜総合公園 28日～１月４日

火の山パークウェイ
年末年始とも営業。
１月１日（月）は
午前５時から営業

フォンテやまのた 29日～１月３日
ふくふくサポート

（しものせき市民活動センター） 29日～１月３日

ヘルシーランド下関 29日～１月３日
豊北生涯学習センター 29日～１月３日

満珠荘 年末年始とも営業

道の駅きくがわ
１月１日　※12月
31日は午後３時まで

（特産コーナーのみ）

道の駅
「北浦街道 豊北」

31日は午後３時ま
で、１月１日は午前
10時から営業。２
日からは平常営業

ユーパル下関 28日～１月４日
リフレッシュパーク豊浦 28日～１月４日

▼下関運動公園（市体育館、下関陸上競技場、
下関庭球場、市弓道場、市アーチェリー場、
市相撲場）、長府・彦島・垢田・吉見体育館、
オーヴィジョンスタジアム下関、オーヴィ
ジョンスタジアム下関第二球場、彦島・北
運動公園庭球場、市フットサル場、豊浦地
区（体育センター、夢が丘スポーツセンター、
夢ヶ丘公園野球場、夢ヶ丘公園テニスコー
ト）、菊川地区（体育館、武道館、運動公園、
プール）、豊田地区（武道館、テニスコート）、
豊北地区（体育センター、総合運動公園）
28日～１月４日まで休館・休場

菊川温泉プール
28日～１月17日
まで　※清掃、塗装、
温泉水入れ替え

試験検査課
依頼検査

（食品、井戸水、検便など）

受 け 付 け は12月
13日 ま で。 年 始
は１月９日から平
常通り月・火・水
曜日に受け付け。

病院
豊田中央病院 29日～１月３日

まで休診。※豊田
中央病院は、急患の
場合には受診可

殿居診療所
角島診療所

上下水道局
水道料金などの収納業務は本局窓口のみ
30日（土）の午後５時まで

　市役所（本庁、各総合支所、各支所）
は12月29日～１月３日まで閉庁します。
※市役所の公務納めは12月28日（木）、
公務始めは１月４日（木）です。
　年末年始の窓口と各施設の状況は、
次の通りです（五十音順）。

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成29年12月号17
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12
月
の
休
場
日

●
新
下
関
市
場
＝
日
６
・
13
日
、
日
曜

日
、
祝
日　

問
青
果
市
場
室（
☎
256−

０
２
７
７
）

●
唐
戸
市
場
＝
日
６
・
24
日

問
市
場
流
通
課（
☎
231−

１
４
４
０
） 

き
く
が
わ
温
泉
華
陽
の

年
始
臨
時
開
館

日
１
月
２
・
３
日　
午
前
９
時
〜
午
後

９
時
　
料
大
人
400
円
、
小
学
生
以
下
200
円

問
菊
川
総
合
支
所
市
民
生
活
課

�

（
☎
287−

４
０
０
６
）

山
口
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

出
張
相
談
会

日
12
月
13
・
26
日　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
所
市
役
所
上
田
中
町
庁
舎
３
階 

第
一
会
議
室
　
定
４
事
業
者（
先
着
順
）

申
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
山
口
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点（
☎
 083−

922−

３
７
０
０
）へ
。

問
産
業
振
興
課（
☎
232−

７
２
１
４
）

創
業
支
援
カ
フ
ェK

カ

ラ

ス

タ

ARASTA.

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
実
践
塾 

日
内
①
12
月
３
日（
日
）＝「
志
」で
資
金

調
達
／
自
ら
の
理
念（
ビ
ジ
ョ
ン
）と
は

②
12
月
17
日（
日
）＝
創
業
・
経
営
に
必

要
な「
自
己
開
示
」／
強
み
と
弱
み
の
分

析　
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時　
師

北
尾
洋
二
氏（
ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
・
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
）　
申
電
話
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
創
業
支
援
カ
フ
ェKARASTA.

（
☎
227−

４
７
４
７　
Bkarasta@tmr

−

市職員の給与などの状況　　問職員課（☎231-1174）
●職員の給与の状況（一般行政職など）

▽人件費の状況（平成28年度普通会計決算）
平成29年１月１日
住民基本台帳人口

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
269,486人 118,454,881千円 2,172,031千円 22,194,824千円 18.7％

※（参考）平成27年度人件費率17.4％

▽職員給与費の状況（平成28年度普通会計決算）

職員数（Ａ） 給　与　費 1人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）

2,290人 8,767,061千円 1,910,055千円 3,400,273千円 14,077,389千円 6,147千円
※職員手当には退職手当を除く　※職員数は、平成28年４月１日現在の人数

▽職員の平均給料月額と平均年齢の状況（平成29年４月１日現在）
区　分 平均給与月額 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 356,918円 329,100円 42.3歳
技能労務職 359,570円 345,400円 52.9歳

▽職員の初任給の状況（平成29年４月１日現在）
区　　分 下関市 山口県 国

一般行政職 大学卒 184,800円 188,700円 総合職（大卒）182,700円
一般職（大卒）178,200円

高校卒 150,500円 153,900円 146,100円

▽特別職の報酬等の状況（平成29年４月１日現在）
区　分 給料月額 期末手当
市　長 1,060,000円 6月期 2.075月
副市長 860,000円 12月期 2.225月

合　計 4.30月
議　長 655,000円 6月期 1.225月
副議長 590,000円 12月期 1.375月
議　員 545,000円 合　計 2.60月

●職員の給与の状況（上下水道局職員）

▽職員給与費の状況（平成28年度水道事業会計、工業用水道事業会計、公共下水道事業会計決算）

職員数
（Ａ）

給　与　費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・
勤勉手当 合計（Ｂ）

238人 901,030千円 154,849千円 346,946千円 1,402,825千円 5,894千円
※職員手当は退職手当を除く　※上下水道事業管理者除く

●職員の給与の状況（ボートレース企業局職員）

▽職員給与費の状況（平成28年度ボートレース事業会計決算）

職員数
（Ａ）

給　与　費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・
勤勉手当 合計（Ｂ）

17人 62,729千円 35,201千円 15,543千円 113,473千円 6,675千円
※職員手当は退職手当を除く　※ボートレース事業管理者除く

▽一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額（平成29年４月１日現在）
区  分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
大学卒 258,145円 320,044円 361,786円
高校卒 ※ 269,171円 324,075円

※職員数が３名以下の場合は、個人情報保護の観点から、平均給料月
額を（※）としている

▽一般行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職 員 数 構 成 比
1 級 主事・技師 93人 6.8%
2 級 118人 8.7%

3 級 主任・主任主事・
主任技師 148人 10.9%

4 級 課長補佐・主査 760人 56.0%
5 級 72人 5.3%
6 級 課長・主幹 107人 7.9%
7 級 部次長・参事 36人 2.7%
8 級 部長・理事 22人 1.6%
9 級 1人 0.1%

合　計 1,357人 100.0%
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名

▽職員の平均給料月額と平均年齢の状況（平成29年４月１日現在）
区　分 平均給与月額 平均給料月額 平均年齢
企業職 349,320円 326,503円 40.9歳

企業職（技能労務職） ※ ※ ※
※職員数が３名以下の場合は、個人情報保護の観点から、平均

給与月額、平均給料月額及び平均年齢を（※）としている

▽職員の平均給料月額と平均年齢の状況（平成29年４月１日現在）
区　分 平均給与月額 平均給料月額 平均年齢
企業職 313,624円 290,231円 36.6歳

企業職（技能労務職） ※ ※ ※
※職員数が３名以下の場合は、個人情報保護の観点から、平均

給与月額、平均給料月額及び平均年齢を（※）としている
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inc.jp
）へ
。

問
産
業
振
興
課（
☎
231−

１
２
２
０
）

絶
賛
販
売
中
!!

２
０
１
８
年
下
関
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー

内
題
名「
明
治
維
新
150

年−近
代
国
家
へ
の
胎

動−

」　
所
▽
販
売
場

所
＝
下
関
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
下
関
海
峡
メ
ッ
セ
６

階
／
豊
前
田
町
三
丁
目
）、
下
関
駅
・
新

下
関
駅
観
光
案
内
所
、
観
光
政
策
課
、

市
役
所
本
庁
舎
新
館
４
階
売
店
、
道
の

駅（
蛍
街
道
西
ノ
市
、
き
く
が
わ
）、
長

府
観
光
会
館
な
ど
　
料
一
部
500
円　
※

100
部
以
上
購
入
の
方
は
事
業
所
名
な
ど

無
料
で
印
刷（
黒
１
色
）

問
下
関
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

�

（
☎
223−

１
１
４
４
）

満
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
＝

日
12
月
11
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午　

師
榎
田
博
子
氏（
フ
ラ
ン
ス
国
立
園
芸
協

会
技
術
認
定
取
得
者
）
　
定
10
人（
先
着

順
）　
料
３
０
０
０
円
　
持
は
さ
み
、
新

聞
紙
、
ア
レ
ン
ジ
を
入
れ
る
物
　
申
12

月
４
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
で
。

●
雪
見
膳（
ラ
ン
チ
）＝
期
12
月
１
日
〜

２
月
28
日　
▽
営
業
時
間
＝
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
２
時（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ

は
午
後
１
時
30
分
）　
内
冬
の
味
覚
を
集

め
た
四
季
の
ラ
ン
チ
　
料
２
１
６
０
円

（
税
込
み
）

問
満
珠
荘（
☎
222−

１
１
２
６
）

●職員手当について（平成29年４月１日現在）
区　　分 下　関　市 国

期末・勤勉手当

区　分 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月 0.85月 同 左 同 左
12月期 1.375月 0.85月 同 左 同 左
合　計 2.60月 1.70月 同 左 同 左

職制上の段階、職務の等級による加算措置あり 同　左

退職手当

区　分 自己都合 定年・応募 自己都合 定年・応募
最高限度額 49.59月 49.59月 同　左
勤続20年 20.445月 25.55625月 同　左
勤続25年 29.145月 34.5825月 同　左
勤続35年 41.325月 49.59月 同　左

扶養手当

配　偶　者 10,000円 同　左
子　※1 8,000円 同　左

父母等　※2 6,500円 同　左
満16歳から22歳までの子の加算 5,000円 同　左

通勤手当
通勤の区分 最 高 限 度 額

交通機関利用者 55,000円 同　左
交通用具利用者（交通用具・距離区分により決定） 2,000円～ 47,300円 2,000円～ 31,600円

住居手当

持ち家 3,000円 －

借 

家

家賃23,000円以下
家賃－12,000円

（家賃13,000円未満
は1,000円支給）

家賃－12,000円

家賃23,000円を超え55,000円以下 （家賃－23,000円）
×1/2＋11,000円 同　左

家賃55,000円を超えるもの 27,000円 同　左

地域手当

東 京 事 務 所 20％ 同　左
北九州市役所（派遣） 3％ 同　左
医療職給料表（一） 16％ 同　左
豊田中央病院長 40％ 該当なし

豊田中央病院医師 30％ 該当なし

特殊勤務手当
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成28年度） 36.1％
支給対象職員1人当たり平均支給月額（平成28年度） 12,637円

手  当  の  種  類 41種類

時間外勤務手当 支  給  総  額（平成28年度） 638,129千円
職員1人当たり支給年額（平成28年度） 309,771円

※１　職員に配偶者がない場合にあっては、１人につき10,000円　※２　職員に配偶者及び扶養親族たる子がない場合、１人につき9,000円

●職員の福祉及び利益の保護の状況

▽公平委員会の業務の状況（平成28年度）
項　目 内　容

勤務条件に関する措置要求 要求件数 調査・審査結果
取り下げ 打ち切り 勧　告

０件 ０件 ０件 ０件

不利益処分に関する不服申立 申立件数 調査・審査結果
結審済み 審理中 中　断

０件 ０件 ０件 ０件

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成29年12月号19
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出
生
記
念
樹
の
申
し
込
み
を

対
出
生
時
に
下
関
市
民

と
し
て
住
民
登
録
を
し

た
新
生
児
　
申
12
月
31

日（
日
／
必
着
）ま
で
に
、

出
生
届
提
出
の
際
に
受
け
取
っ
た
専
用

は
が
き
で
申
し
込
み
を
。

問
公
園
緑
地
課（
☎
231−

１
９
３
３
）

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
銭
湯
デ
ー

　
毎
週
火
曜
日
に
低
額
で

銭
湯
な
ど
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
※
祝
日

な
ど
の
休
業
日
あ
り
。
問
い
合
わ
せ
を　

対
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方
　
料
施

設
に
よ
り
異
な
る
　
持
住
所
、
氏
名
、

年
齢
が
確
認
で
き
る
物

●
本
庁
区
域
＝
▽
日
乃
出
温
泉（
大
和
町

一
丁
目
／
☎
266−

４
４
０
３
）　
▽
霧
島

湯（
竹
崎
町
二
丁
目
／
☎
222−

７
８
５
１
）　

▽
え
び
す
湯（
今
浦
町
／
☎
222−７
１
１
８
）　

▽
千
歳
湯（
上
新
地
町
四
丁
目
／
☎
223−

２
９
３
０
）　
▽
向
洋
温
泉（
栄
町
／
☎
235−

１
３
４
５
）　
▽
噴
泉
湯（
田
中
町
／
☎
222−

３
７
１
７
）　
▽
辨べ

ん

天て
ん

湯（
幸
町
／
☎
232−

７
９
６
９
）　
▽
竹
の
湯（
上
田
中
町
八

丁
目
／
☎
222−８
５
９
８
）　
▽
だ
る
ま
湯

（
安
岡
駅
前
一
丁
目
／
☎
258−０
２
１
７
）

●
豊
田
町
区
域
＝
▽
日
野
温
泉
い
こ
い

の
家（
豊
田
町
大
字
日
野
／
☎
766−

０
９

０
６
）　
▽
蛍
街
道
西
ノ
市（
豊
田
町
大

字
中
村
／
☎
767−０
２
４
１
）

●
豊
浦
町
区
域
＝
▽
平
田
旅
館（
豊
浦
町

大
字
宇
賀
／
☎
776−０
０
５
５
）　
▽
ぴ
ー

す
ふ
る
青
竜
泉（
豊
浦
町
大
字
川
棚
／
☎

772−

０
０
４
７
）

問
長
寿
支
援
課（
☎
231−

１
３
４
０
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課　
▽
豊
田（
☎
766−

２
６
８
７
）　
▽
豊
浦（
☎
772−

４
０
２
０
）

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）を
し
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
後
遅
滞
な
く（
１
年
以
内
を
目
安
）

排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、

く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
化

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
が
汚
水
を
下

水
道
に
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周

辺
環
境
も
含
め
て
生
活
環
境
が
快
適
に

な
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
排
水
設
備
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
が
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
指
定
工
事
店
制
度

を
定
め
て
い
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
は

市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
な

い
と
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
を
。

問
上
下
水
道
局
下
水
道
整
備
課（
☎
231−

１
３
６
３
）、
北
部
事
務
所（
☎
772−

４
０

２
８
）

危
険
空
き
家
の
解
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
補
助
金
の
交
付
対
象
は
、

一
定
以
上
の
危
険
度
が
あ

る
と
判
定
さ
れ
た
空
き
家

が
対
象
で
、
募
集
期
間
中

で
先
着
順
で
す
。
※
交
付

は
、
予
算
の
範
囲
内　

対
危
険
空
き
家
の
所
有
者
な
ど
　
内
解

体
補
助
金
＝
１
件
に
付
き
補
助
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
40
万
円
を
限
度

（
５
件
程
度
を
予
定
）　
申
12
月
25
日（
月
）

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
を
。
※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
住
宅

政
策
課
ま
で

問
住
宅
政
策
課（
☎
231−

１
９
４
１
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
護
者
研
修
会（
保
護
者
の
集
い
）

対
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
、

行
き
た
が
ら
な
い
子
ど
も
の
保
護
者
　

日
所
▽
12
月
９
日（
土
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分
＝
市
教
育
セ
ン
タ
ー　
▽
12
月

19
日（
火
）午
後
６
時
30
分
〜
８
時
＝
勝

山
公
民
館
　
内
参
加
保
護
者
の
座
談
会

「
子
供
と
接
す
る
中
で
の
悩
み
や
関
わ
り

方
に
つ
い
て
」　
申
開
催
日
の
３
日
前
ま

で
に
、
電
話
で
学
校
教
育
課
教
育
相
談

電
話（
☎
231−

６
９
９
５
）へ
。

問
学
校
教
育
課（
☎
231−

１
３
７
２
）

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関

12
月
の
開
催
日
程
・
イ
ベ
ン
ト

●
海
響
ド
リ
ー
ム
ナ
イ

タ
ー
好
評
開
催
中　
●

４
日
〜
９
日
＝
川
棚
温

泉
青
龍
杯　
●
15
日
〜

20
日
＝
ス
ポ
ー
ツ
報
知
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー

６
場
支
部
ペ
ア
バ
ト
ル
in
下
関　
●
28

日
〜
１
月
２
日
＝
協
同
組
合
下
関
ふ
く

連
盟
杯
争
奪
お
正
月
特
選

【
イ
ベ
ン
ト
】▽
ふ
あ
ふ
あ
シ
ー
ボ
ー
＆

ペ
ダ
ル
カ
ー
＝
日
９
・
17
・
30
・
31
日　

午
後
２
時
〜
５
時　
▽
イ
ワ
イ
ガ
ワ
お

笑
い
ラ
イ
ブ
＝
日
９
日（
土
）第
５
Ｒ
・

第
８
Ｒ
発
売
中　
▽
ふ
じ
き
イ
エ
イ
！

イ
エ
イ
！
お
笑
い
ラ
イ
ブ
＝
日
17
日（
日
） 

第
５
Ｒ
・
第
８
Ｒ
発
売
中　
▽
地
元
ボ
ー

ト
レ
ー
サ
ー
に
よ
る
も
ち
ま
き
大
会
＝

日
1
月
１
日（
月
）　
▽
開
運
干
支
金
杯

プ
レ
ゼ
ン
ト
＝
日
1
月
２
日（
火
）開
門
〜

共
料
入
場
料
＝
100
円

問
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関

�

（
☎
246−

１
１
６
１
）

12
月
の
献
血

●
12
日（
火
）＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
45
分
／
梅
光

学
院
大
学

●
20
日（
水
）＝
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分
、
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
／
市
役

所
本
庁
舎

※
全
日
程
400
㍉
㍑
献
血
限
定

問
保
健
総
務
課（
☎
231−

１
４
２
６
）

ごみの
は です野外焼却 禁止

●野外焼却は原則禁止です。
　ごみを庭や空き地などで焼却したり、ドラム缶や
違法な焼却炉（助燃装置がないもの、燃焼室が800
度以上にならないもの、煙が漏れるもの等）を利用
してごみを焼却したりする行為は、例外となる焼却
を除き、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄
物処理法）で禁止されています。違反者は、厳しい
処罰を受ける場合があり（５年以下の懲役若しくは
１千万円以下の罰金又はこれを併科）、法人がその
業務に関してこれを行ったときは、法人にも厳しい
処罰が科せられる場合があります（３億円以下の罰
金）。違法な野外焼却は、周辺の生活環境や健康に
悪影響を与えますので、行わないでください。
●例外となる焼却

▽風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要
な廃棄物の焼却（どんど焼きなど、焼却そのものが
宗教行事に含まれているようなもの）　 ▽農業、林業
または漁業を営むためにやむを得ないものとして行
われる廃棄物の焼却（その田畑で生育した稲のわら
やもみ殻などを焼却する行為。ただし、家庭ごみ等
を混ぜたり、家庭菜園等で生じたりしたごみの焼却は
不可）　 ▽たき火その他日常生活を営む上で通常行
われる廃棄物の焼却であって軽微なもの　 ▽法令
の規定等に従って行われる廃棄物の焼却　※例外と
なる焼却であっても、煙や臭いで近隣の方が迷惑と
なる場合があるため、他の手段でごみを処理するこ
とができるときは、焼却を避けてください。やむを
得ず焼却する場合でも、風向きや焼却する時間帯を
考えるなど、周辺への配慮をお願いします。前記例
外に該当するかどうかは相談を
問廃棄物対策課（☎252–7152）
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平成29年度地域資源活用促進
� 事業計画の認定を行いました

【詳細】産業振興課（☎232–7214）

問下関酒造株式会社（☎252–1877）

問株式会社道中（☎223–4129） 問有限会社玄洋社（☎250–5229）

問ヤマカ醤油株式会社（☎258–0031）
問静食品株式会社（☎231–4734）

「ふく」料理をおいしく味わえる日本酒

下関産ふくのコラーゲンボールおよびジュレ 「下関ジビエ」を使用した加工品

山口県産大豆・小麦を使用した木桶
お け

仕
込みの醤

しょう

油
ゆ

および醤油加工品
山口県産和牛100%ウインナー

　下関市では、地
域の「強み」となり
うる農林水産物や
鉱工業品、生産技
術、観光資源等の
地域資源を活用し
て新商品・新サー

ビスの開発等を行う中小企業者を積極的に支援するた
め、新商品の開発から販路開拓まで一貫した支援を行
う「下関市地域資源活用促進事業」を実施しています。
　山口銀行や西中国信用金庫ともタイアップして厚み
のある企業支援に努めてまいります。

「ふく料理」に合う日本酒は
これ!　と言われるお酒を醸します。
　「ふく」の街・下関にふさわしい「ふく」に合う日本酒
を開発します。酵母、種麹

こうじ

の選定から醸造方法に至る
まで、すべてを「ふく」に焦点を絞り、「ふく」のおいし
さを際立たせる、他にはない独自の日本酒を開発し、
広く国内外に販路を開拓します。

食べて実感！　翌日、美肌でプルプル！
　ふく皮に含まれ
る「コラーゲン」を
化学物質を使わず、
水だけで抽出し、
「球体」の状態で冷
蔵、また常温での
形状保持を可能に
しました。「コラー
ゲンふく鍋」のメ
ニュー開発と、洋風料理に供するジュレの商品開発を
行い、販路開拓を行うことで、地場産業の振興に寄与
する事業となります。

この商品の注意事項を申し上げます。
「うま過ぎ注意！」
　深刻な農作物被害を与える野生のシカやイノシシの
肉を使用した「ジビエ加工品」を生産・販売することで
地域活性化を図り、県内外へPR、特産品ブランド化
を進め、地域の目玉となる商品を目指します。

山口県産大豆・小麦を使用し木桶で仕込んだ醤油
および加工の開発
　山口県産大豆と小麦を使用した、昔ながらの木桶仕
込みの醤油、またその加工品の開発を行い、工場見学
や展示会への出展を通して新たな販路の創造を目標と
します。

和牛の持つおいしさ、日本唯一の和牛100％
ウインナーです

　山口県産和牛を原
料とした、国内唯一
の和牛100%ウイン
ナーを開発し、県産
和牛のブランド構築
に貢献します。当社はジューシーな牛肉100％ウイン
ナーの製造が可能で、その技術と特許を有しており、
当社にしかできない商品です。
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議会だより
第３回定例会

議会の情報は下関市の
ホームページから

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

長州出島に初寄港した
客船「スカイシー・ゴールデン・エラ」

　
平
成
29
年
９
月
５
日
か
ら
９
月

28
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
第
３
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
提
案
さ
れ
た
平
成
28
年
度

決
算
議
案
と
一
般

議
案
に
つ
い
て
、

委
員
会
で
の
主
な

審
査
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

■
決
算
議
案
■

　
平
成
28
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
予

算
執
行
が
適
切
で
効
率
的
に
行
わ
れ
た

か
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
予

算
編
成
や
行
財
政
運
営
の
参
考
と
な
る

よ
う
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
◎

総
務
費

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に

つ
い
て
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧

件
数
が
年
間
約
１
万
８
０
０
０
件
と
、

目
標
の
10
万
件
に
達
し
て
い
な
い
。
比

較
的
若
い
方
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い

て
尋
ね
て
も
、
知
っ
て
い
る
方
が
少
な

い
。
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
若
い
方
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

民
生
費

　
保
育
士
に
占
め
る
非
常
勤
職
員
の
割

合
が
４
割
を
超
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
度
は
改
善
が
出
来
な
か

っ
た
が
、
平
成
29
年
度
は
任
期
付
職
員

を
採
用
し
た
こ
と
で
、
一
定
の
改
善
が

図
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
来
年
度
以
降

も
職
員
の
適
正
な
配
置
に
つ
い
て
、
検

討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

消
防
費

　
発
生
す
る
災
害
に
よ
っ
て
、
避
難
先

が
異
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
災
害
の

種
別
ご
と
に
誘
導
看
板
が
設
定
さ
れ
て

い
る
が
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
の
種
別
に

よ
っ
て
避
難
先
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
避
難
先
の
違
い
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
る
が
、
突
然
に
災
害
が
発

生
し
て
も
素
早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

案
内
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
費

　
学
校
施
設
の
修
繕
な
ど
に
つ
い
て
は
、

予
算
的
に
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
は
分
か
る
が
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
状
況

を
把
握
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

◎
特
別
会
計
◎

港
湾

　
外
国
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
実
績
が

伸
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
単
年
度

収
支
で
は
２
年
ぶ
り
の
赤
字
で
あ
っ
た
。

中
国
青
島
へ
の
定
期
航
路
が
休
止
に
な

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
が
、

今
後
、
赤
字
の
解
消
に
向

け
て
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

国
民
健
康
保
険

　
外
来
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
者
数
が
目
標
に
届
い
て

お
ら
ず
、
予
算
の
執
行
率

に
つ
い
て
も
80
㌫
台
で
あ

っ
た
。
病
院
側
の
受
け
入

れ
体
制
が
整
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
主
な
原
因
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
他
の
自
治

体
で
は
医
療
費
削
減
に
つ

い
て
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
症
化
予
防
や
訪
問
指
導

な
ど
に
も
力
を
入
れ
、
医

療
費
が
削
減
で
き
る
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

◎
企
業
会
計
◎

水
道
事
業

　
本
市
全
体
の
有
収
率（
※
）は
88
・
４

㌫
で
、
仮
に
１
㌫
向
上
す
る
と
、
事
業

に
係
る
経
費
が
約
５
５
０
０
万
円
減
少

す
る
と
の
試
算
が
示
さ
れ
た
。

　
一
方
、
水
道
管
の
漏
水
防
止
工
事
に

係
る
経
費
は
年
間
約
２
０
０
０
万
円
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
応
じ
た
漏
水

防
止
対
策
を
強
化
す
れ
ば
有
収
率
が
改

善
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
、

対
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
…
上
下
水
道
局
が
給
水
し
た
年
間
総

水
量
に
対
し
、
料
金
収
入
の
対
象
と
な

っ
た
水
量
の
割
合
の
こ
と

病
院
事
業

　
豊
田
中
央
病
院
の
常
勤
医
師
の
一
部

が
退
職
し
た
こ
と
で
、
医
師
の
確
保
に

大
変
な
苦
労
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

医
師
と
看
護
師
の
役
割
分
担
を
見
直
し

て
診
療
環
境
を
整
え
る
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
医

師
の
確
保
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係

機
関
へ
働
き
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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■
一
般
議
案
■

問
：
委
員（
議
員
）か
ら
の
質
疑
な
ど

答
：
市
役
所
執
行
部
か
ら
の
答
弁
な
ど

中
央
こ
ど
も
園
と�

垢
田
こ
ど
も
園
の
設
置�

�

（
こ
ど
も
未
来
部
）

　
生
野
幼
稚
園
、
向
山
幼
稚
園
、
大
坪

保
育
園
、
千
草
保
育
園
、
高
尾
保
育
園

の
各
園
を
平
成
29
年
度
末
に
廃
止
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に「
中
央
こ
ど
も

園
」を
幡
生
新
町
に
、
ま
た
、
垢
田
幼
稚

園
と
垢
田
保
育
園
を
平
成
29
年
度
末
に

廃
止
し
、
平
成
30
年
度
か
ら「
垢
田
こ
ど

も
園
」を
、
現
在
の
垢
田
保
育
園
の
位
置

に
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
ど
も
園
の
広
さ
は
。

答　
中
央
こ
ど
も
園
は
、
教
室
数
も
十

分
あ
る
こ
と
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

保
育
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
垢
田
こ
ど
も
園
は
、
現
在
の
入
園
状

況
で
あ
れ
ば
十
分
受
け
入
れ
が
可
能
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
垢

田
保
育
園
の
建
物
を
利
用
し
、
増
築
な

ど
の
工
事
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ト
イ
レ
や
屋
根
な
ど
一
部
改
修
を
す
る

予
定
で
す
。

問　
閉
園
を
予
定
し
て
い
る
幼
稚
園
や

保
育
園
の
跡
地
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

答　
建
物
は
解
体
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
は
、

売
却
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

借
地
は
地
主
の
方
に
お
返
し
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

菊
川
体
育
館
が
新
し
く
な
り
ま
す�

�

（
菊
川
総
合
支
所
）

　
菊
川
体
育
館
の
建
設
事
業
が
平
成
29

年
度
末
で
終
了
し
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
体

育
館
の
位
置
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
使
用
料
な
ど
の
改
定
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

問
　
新
し
い
体
育
館
の
使
用
料
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

答　
使
用
料
は
少
し
上
が
り
ま
す
が
、

市
内
に
あ
る
同
規
模
の
体
育
館
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
市
の
基
準
に
従

第４回定例会
　　　（12月）
　12月定例会が予定されましたのでお
知らせします。この日程は予定であり、
今後、変更となることがあります。

日 曜日  会議など
４ 月 本会議（提案説明など）
５ 火 常任委員会
６ 水 常任委員会
７ 木 常任委員会
８ 金 常任委員会
９ 土 休会
10 日 休会
11 月 休会（整理日）
12 火 一般質問
13 水 一般質問
14 木 一般質問
15 金 一般質問
16 土 休会
17 日 休会
18 月 一般質問
19 火 本会議（表決など）

っ
て
料
金
の
算
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
現
在
の
体
育
館
は
今
後
ど
う
な
り

ま
す
か
。

答　
今
回
の
条
例
改
正
に
併
せ
て
、
菊

川
中
学
校
の
専
用
体
育
館
と
し
て
使
用

す
る
予
定
で
す
。

■
審
査
結
果
■

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
議

案
を
含
め
58
件
が
提
出
さ
れ
、
請
願
１

件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
部
反
対
は

あ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通

り
可
決（
認
定
、
同
意
）さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
議
案
に
対
す
る
議
員
個
別

の
賛
否
の
結
果
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆年賀状の自粛について◆
　公職にある者のあいさつ状（年賀状、暑中見舞い状など）
は、公職選挙法で禁止されています。
　下関市議会では、答礼を含めてすべての
あいさつ状を自粛していますので、市民の
皆様のご理解をお願いします。
　皆様にとって幸多き新春となりますよう、
心よりお祈り申し上げます。

本会議・委員会などの様子がスマートフォン　
などでもご覧いただけます

　本市議会では、ライブ中継や録画中継を動画配信サイト
YouTubeによるインターネット配信を行っており、パソコン
だけでなく、スマートフォンやタブレット端末などでも本会議
や委員会などの様子がご覧いただけます。
※ご覧の際には、注意（免責）事項をご確認ください
問議会事務局議事課
☎231-4121（直通）　6234-5171
Bgkgijika@city.shimonoseki.yamaguchi.jp △QRコード

建設中の中央こども園
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▼
１
日
〜
10
日
＝
水
陽
会 

水
彩
画
展（
午

前
10
時
／
や
ま
ぎ
ん
史
料
館
／
無
料
／
☎

253−

７
０
９
６
）※
４
・
５
日
休
館

▼
１
・
15
・
22
日
＝
ニ
コ
ニ
コ
会
健
康
体

操（
午
後
１
時
30
分
／
市
社
会
福
祉
協
議
会

／
月
額
650
円
／
☎
223−

９
８
２
３
）※
65
歳

以
上

▼
１
日
〜
29
日
の
毎
週
月
・
金
曜
日
＝
ね

ん
り
ん
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀
を
楽
し
む
会（
午
前
９
時

／
勤
労
福
祉
会
館
／
１
日
600
円
／
☎
090−

８

０
６
７−

２
６
５
４
）※
見
学
無
料

▼
２
日
〜
30
日
の
毎
週
土
曜
日
＝
彦
島
囲

碁
ク
ラ
ブ（
午
前
９
時
／
彦
島
公
民
館
／
☎

267−

６
７
１
７
）※
要
参
加
費

▼
２
日
〜
31
日
の
毎
週
水
・
土
・
日
曜
日

＝
ふ
れ
あ
い
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀（
午
前
９
時
／
武
久

▼
９
日
＝
で
こ
ぼ
こ
お
も
て
な
し
展（
午
前

10
時
／
勝
山
公
民
館
／
無
料
／
☎
090−

６
８

３
９−

１
１
６
４
） 

▼
９
日
＝
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
マ
ル
シ
ェ（
午

前
11
時
30
分
／
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
／
無

料
／
☎
090−

４
８
９
４−

４
７
９
２
）

▼
10
日
＝
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い
館
の

催
し（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
午
前
８
時
〜

午
後
１
時
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
作
り

な
ど
…
午
前
10
時
／
無
料〈
一
部
有
料
〉／

☎
252−

７
２
２
０
）

▼
10
日
＝
市
民
探
鳥
会「
深
坂
溜
め
池
付
近

の
野
鳥
た
ち
」（
午
前
９
時
／
新
下
関
駅
新

幹
線
西
口
集
合
／
無
料
／
☎
090−６
８
３
８−

５
１
６
５
）※
雨
天
中
止

▼
10
日
＝「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
会
」

12
月
例
会（
午
後
２
時
／
フ
ロ
イ
デ
彦
島
／

一
般
800
円
、高
校
生
400
円
／
☎
252−２
９
７
２
）

▼
10
日
＝
下
関
ブ
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
午
後
２
時
／
ア

ブ
ニ
ー
ル
／
無
料
／
☎
090−

９
４
６
５−

０

４
８
７
）

▼
11
・
18
日
＝
介
護
予
防
の
た
め
の
健
康

体
操
教
室
あ
ひ
る
会（
午
後
１
時
30
分
／
市

社
会
福
祉
協
議
会
／
月
額
900
円
／
☎
090−

１

１
９
０−

１
０
８
３
）

▼
13
日
〜
18
日
＝
迎
春
・
色
紙
展（
午
前
９

時
30
分〈
初
日
は
午
後
１
時
〉／
に
し
し
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
☎
245−

９
１
９
１
）

▼
15
日
〜
17
日
＝
ｅ
ｃ
ｏ
み

’ｓ
な
か
よ
し
マ

ル
シ
ェ（
午
前
10
時
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
清
香〈
岡

崎
宅
〉／
無
料
／
☎
090−１
６
８
６−４
２
２
４
）

▼
16
日
＝
市
民
福
祉
講
座「
知
っ
て
お
き
た

い
老
後
の
暮
ら
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」（
午
後

１
時
30
分
／
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
500

円
／
☎
253−
４
８
９
２
）

▼
16
日
＝
好
き
な
本
を
持
ち
寄
り
話
し
あ

う
集
い（
午
後
１
時
30
分
／
中
央
図
書
館
４

階
多
目
的
室
／
無
料
／
☎
090−

６
８
４
８−

６
６
８
０
）

▼
16
・
17
日
＝
ゆ
め
シ
テ
ィwakuwaku

マ
ル
シ
ェ（
午
前
10
時
／
ゆ
め
シ
テ
ィ
３
階

フ
ー
ド
コ
ー
ト
前
／
無
料
／
☎
080−６
３
２

０−

０
４
１
８
）

▼
17
日
＝
空
気
質
の
い
い
家
の
教
室（
午
前

10
時
／
長
府
東
公
民
館
／
無
料
／
☎
245−１

１
６
３
）

▼
17
日
＝
勝
山
会
創
立
20
周
年
記
念
公
演
〜

一
歩
〜（
午
後
１
時
／
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
海

の
ホ
ー
ル
／
大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
500
円
／
☎
090−

７
５
４
２−

７
３
１
６
）

▼
17
日
＝
は
あ
と
ふ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会（
午

後
１
時
／
川
棚
公
民
館
／
100
円〈
３
歳
以
上
〉

／
☎
090−

９
７
３
７−

７
４
２
７
）

▼
17
日
＝
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト（
午
後
２
時
／
下
関
丸
山

教
会
／
無
料
／
☎
222−

５
９
３
１
）

▼
24
日
＝
市
民
公
開
講
座「
健
康
で
長
生
き

し
た
い
の
な
ら
ば
…
」（
午
後
１
時
／
ド
リ
ー

ム
シ
ッ
プ
宙
の
ホ
ー
ル
／
無
料
／
☎
233−

１

５
５
３
）

12
月
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
３
・
17
日
＝
唐
戸
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト　
▼
９
日
＝
唐
戸
朝
市
土
曜
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
／
カ

ラ
ト
コ
ア
前
ふ
れ
あ
い
広
場
／
☎
228−

３
３

１
２
）

▼
３・30
日
＝
南
風
泊
ふ
れ
あ
い
朝
市（
午

前
７
時
30
分
〜
売
り
切
れ
る
ま
で
／
南
風

泊
唐
戸
市
場
前
／
☎
267−

８
６
７
８
）

情
報
募
集
！　
対
申
し
込
み
不
要
、
当
日
参
加
で
き
る
催
し
、
掲
載
希
望
月
の
も
の
に
限
る
。 

申
掲
載
希
望
号
の
発
行
35
日
前
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
提
出
。

▽
次
の
締
め
切
り
は
２
月
号
で
12
月
28
日〈
木
〉。
用
紙
は
広
報
広
聴
課
、
各
総
合
支
所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
可
。
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

市民の

広場

　
掲
載
記
事
は
市
の
主
催
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
各
主
催
者
に
内

容
を
確
認
の
上
、
自
身
の
責
任

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

12月の
催し

松
まつ

永
なが

大
だい

輝
き

くん
「６歳おめでとう♡  ４月か
らはピカピカの１年生！！　
兄弟仲良く小学校に通っ
てね 」

12月生
西
にし

林
ばやし

優
ゆう

利
と

くん
「５歳のお誕生日おめでと
う♡　優利の笑顔を見る
と元気になれるよ。いつ
もありがとう♡」

田
た

中
なか

穗
ほ

貴
だか

くん
「いたずら好きで甘えん坊。
泣き虫だけど、とっても優し
い穗貴くん。みんな君が大
好きだよ。４歳おめでとう！」

藤
ふじ

原
わら

和
のど

花
か

ちゃん
「２歳のお誕生日おめでと
う♡  ニコニコ笑顔で元気
いっぱい大きくなぁれ 」

会
館
／
１
日
500
円
／
☎
070−

５
０
５
４−

６

２
８
１
）※
見
学
自
由

▼
３
日
＝
下
関
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・

ウ
ィ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

（
午
後
２
時
／
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
海
の
ホ
ー

ル
／
500
円
／
☎
229−

５
６
７
０
）※
小
学
生

以
下
無
料

▼
３
・
15
・
27
日
＝
映
画
鑑
賞
会（
午
後
１

時
30
分
／
３
日
…
長
府
東
公
民
館
、
15
日

…
彦
島
公
民
館
、
27
日
…
勤
労
福
祉
会
館

／
無
料
／
☎
232−

０
９
０
３
）

▼
５
日
〜
11
日
＝
畑
田
文
雄
遺
作
絵
画
展

（
午
前
９
時
30
分〈
初
日
は
正
午
〉／
に
し
し

ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
無
料
／
☎
232−２
６
３
８
）

▼
６
日
〜
11
日
＝
藤
井
由
香
パ
ス
テ
ル
心

象
画
展（
午
前
10
時
／
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
39

／
無
料
／
☎
271−

１
０
１
７
）

▼
６
・
20
日
＝
英
語
で
楽
し
く
ス
ピ
ー
チ

を
学
ぼ
う
下
関
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ（
午
後
６
時
30
分
／
梅
光
学
院
大
学
本

館
５
階
501
教
室
／
見
学
無
料
／
☎
080−

１
６

４
４−

７
４
６
５
） 

▼
６
日
〜
１
月
25
日
の
毎
週
水
・
木
曜
日

＝
初
心
者
向
け
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室（
午

前
10
時
、
午
後
２
時
／
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
下

関
店
／
２
０
０
０
円
／
☎
070−

１
２
７
２−

０
７
７
１
）※
全
４
コ
ー
ス

▼
７
日
〜
14
日
＝
展
示
・
販
売「
布
と
糸
か

ら
で
き
る
こ
と
」（
午
前
９
時
／
長
府
庭
園

／
無
料
／
☎
227−

２
９
７
５
）※
要
入
園
料

▼
７
日
〜
９
日
、
21
・
22
日
＝
唐
戸
朝
市

（
午
前
９
時
／
唐
戸
商
店
街
／
☎
222−

７
０

３
０
）

▼
９
日
＝
Ｈ
Ｃ
Ｓ
福
祉
用
具
展
示
会（
午
前

10
時
／
市
民
会
館
／
無
料
／
☎
248−７
７
８
８
）

▼
10
・
17
・
24
日
＝
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル

彦
の
市（
午
前
８
時
〜
11
時
／
彦
島
図
書
館

前
広
場〈
17
日
…
正
午
ま
で
／
旧
彦
島
有
料

道
路
管
理
事
務
所
前
〉／
☎
090−

９
０
６
２−

１
６
５
４
）

25 平成29年12月号

誕生月の方の写真を
募集します！

発行日の25日前（消印有効）までに顔写真とコメント、住所、氏名（ふりがな）、性別、電話番号、生年月日を書いて、
広報広聴課（〒750–8521 市内南部町１番１号　☎231–2951）へ。　※応募多数の場合は抽選。写真は返却しません



しものせきしものせき
トピックストピックス

　11月５日、秋のスポーツイベント「第10回記念大会下関
海響マラソン2017」が開催されました。記念大会の今年は
過去最多の１万1,492人が参加。青空の下、関門海峡や響
灘を望む美しい海岸沿いのコースを快走しました。
　沿道でのたくさんの声援やボランティアの皆さんによ
る心が込もったおもてなしにより、大会は大いに盛り上
がりました。

　10月24日、長門市・下関市両市長会談が市の長
府庭園でありました。両市長の会談は2005年から
始まり、今回で13回目です。
　今年は訪日観光客の誘致や山陰道（長門・下関間）
の早期開通への要望などに、両市で連携して取り
組むことを確認しました。

「第10回記念大会下関海響マラソン2017」

長門市・下関市　市長会談

関門海峡沿い（前田付近）

唐戸交差点付近を快走するランナーたち

あるかぽーとを走るランナーたち

エイドステーション（彦島大橋付近）
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図書館司書の仕事 Vol.8
～中央図書館～

book

本
library

中央図書館からの “イチ押しの”２冊

12月の図書館行事
　中央図書館４階には、児童室・新聞・雑誌閲
覧・視聴覚資料視聴コーナーがあります。たく
さんの子どもたちの楽しそうな声が聞こえ、幅
広い世代の方が楽しめるエリアです。
　カウンター近くには、「いきいき子育てコーナー」
もあり、名付け事典から離乳食のレシピ本、子
育てのアドバイス本などがあります。「子育て」だ
けでなく「孫育て」としても注目のコーナーです。
　母子・父子ルームの設備もありますので、赤
ちゃん連れの方も、お気軽にお越しください。

そ
う
だ
！

図
書
館
に
行
こ
う
！！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

本
を
紹
介
！
　
さ
ら
に
、
市
立
図
書
館
各
館
の
紹

介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
紹
介
し
ま
す
。

『だるまちゃんと
� におうちゃん』
� さく・え：加古 里子
� 発行：福音館書店
� 発行年：2016年

『新米おとうちゃんと
� 小さな怪獣』

著者：あおむろ ひろゆき
� 発行元：ＫＫベストセラーズ
� 発行年：2017年

　ころんとした赤いからだに黒い
ひげ。おなじみのキャラクターだ
るまちゃん。初めてお目見えして
今年で50年を迎えます。おじい
ちゃん、おばあちゃん、お父さん、
お母さんからお孫さんまで、今も
愛され、読み継がれています。
　「だるまちゃんとてんぐちゃん」
から始まったシリーズも、これで
８作目。よく見ると、すこーし、
だるまちゃんに変化も。どこが違
うのか、見比べてみよう！

●休館日＝４・11・18・23・25日、
28日～ 31日　※中央図書館は28
日〜 31日
●中央図書館（☎231-2226）

▽１・15日＝乳幼児と保護者向け
おはなしの会（午前10時）　 ▽２・
９・16・23日＝おはなしの会（午後
２時）　 ▽16日＝英語による読み
聞かせ（午前10時30分）
●長府図書館（☎245-0328）

▽２・９・16・24日＝おはなしの
じかん（午前11時）　 ▽20日＝宮の
杜
もり

読書会「万葉集、伊勢物語の朗読
と研究」（長府公民館／午前10時）※
長府図書館には駐車場なし
●彦島図書館（☎266-5086）

▽16日＝おはなしのじかん（午前10
時30分）
●菊川図書館（☎287-0102）

▼

中
央
図
書
館
４
階

▽２日＝おはなしのじかんスペシ
ャル（午後２時）
●豊田図書館（☎766-3432）

▽２日＝おはなしの会（午前10時30
分）　 ▽16日＝おはなしのじかん（午
前10時30分）
●豊浦図書館（☎775-4180）

▽１日＝ブックリサイクル（午前９
時30分）　 ▽２日＝おはなしのじか
ん（午前10時30分）　 ▽16日＝クリ
スマススペシャルおはなし会（午前
10時30分）
●豊北図書室（☎782-1718）

▽９日＝おはなしのじかん（午前10
時30分）

★年末年始の休館日★
休館日  28日～１月３日  ※14日～
27日に貸出した図書の貸出期間は３
週間（CD・DVDは21日から２週間）

　お母さんだけじゃなく、お父さん
だって、子どもが生まれる前も生
まれてからも、戸惑いや不安はたく
さんあると思います。初めて親にな
るのだから、当たり前ですよね。子
育てって大変なだけ？　いえいえ、
子育てはいろいろな楽しい発見も
いっぱい。良い時も悪い時も、一
瞬一瞬が掛け替えのない宝物。
　子どもと一緒に泣いて笑って、
共に成長する喜びを、たっぷり感じ
られるヒントが詰まった一冊です。

△下関市立図書館
　 ＱＲコード

問
中
央
図
書
館

�

☎
231−

２
２
２
６
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土

ど い が は ま い せ き

井ヶ浜遺跡・人
じ ん る い が く

類学ミュージアムで
お仕

し ご と た い け ん

事体験！！ 2

このページは、小
しょう

・中
ちゅうがくせい

学生に向
む

けて小
しょう

学
がく

生
せい

によるさまざまな仕
し ご と

事体
たい

験
けん

を紹
しょう

介
かい

しま
す。記

き

事
じ

は梅
ばい

光
こう

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

子
こ

ども学
が く ぶ

部子
こ

ど
も未

み ら い

来学
が っ か

科の学
がく

生
せい

が作
つく

っています。

　
今こ

ん

回か
い

も
、
豊ほ

う
ほ
く
ち
ょ
う

北
町
に

あ
る
土ど

い
が
は
ま

井
ヶ
浜
遺い

せ
き跡
・

人じ
ん
る
い
が
く

類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
学が

く
げ
い
い
ん

芸
員
体た

い

験け
ん

を
し
て

き
た
よ
。
学が

く

芸げ
い

員い
ん

の
お

仕し
ご
と事
を
お
さ
ら
い
し
て

お
く
と
、
学が

く

芸げ
い

員い
ん

は
、

資し
り
ょ
う料
を
集あ

つ

め
た
り
調し

ら

べ

た
り
、
展て

ん
じ示
し
た
り
す

る
専せ

ん
も
ん
か

門
家
の
こ
と
だ
っ

た
よ
ね
。

　
前ぜ

ん

回か
い

は
発は

っ

掘く
つ

さ
れ
た

骨ほ
ね

を
つ
な
ぎ
合あ

わ
せ
る

お
仕し

ご
と事
を
し
た
け
れ
ど
、

今こ
ん

回か
い

は
ど
ん
な
体た

い

験け
ん

が

で
き
た
の
か
な
？

　
１
階か

い

の
資し

り
ょ
う料
を
置お

く
部へ

屋や

に

行い

っ
て
、
人に

ん

間げ
ん

の
骨ほ

ね

が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
確か

く

認に
ん

し
た
よ
。

手て

や
足あ

し

、
胸む

ね

な
ど
の
骨ほ

ね

が
ど
の

位い

置ち

に
あ
る
か
学が

く

芸げ
い

員い
ん

の
大お

お

藪や
ぶ

さ
ん
に
聞き

き
な
が
ら
、
ば
ら
ば

ら
の
状じ

ょ
う
た
い態の
骨ほ

ね

の
模も

け
い型
を
、
き

ち
ん
と
し
た
並な

ら

び
に
替か

え
た
よ
。

特と
く

に
足あ

し

や
腕う

で

の
骨ほ

ね

は
似に

て
い
る

骨ほ
ね

が
多お

お

く
て
、
み
ん
な
迷ま

よ

っ
て

い
た
よ
。

　
何な

ん

で
こ
れ
を
し
た
か
と
い
う

と
、
今こ

ん

回か
い

は
人に

ん

間げ
ん

の
骨ほ

ね

を
正た

だ

し

く
並な

ら

べ
る
作さ

ぎ
ょ
う業
を
す
る
か
ら
、

ど
れ
が
ど
こ
の
骨ほ

ね

か
勉べ

ん
き
ょ
う強し
て

お
く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

　
模も

け
い型
の
骨ほ

ね

で
勉べ

ん
き
ょ
う強し
た
ら
、

骨ほ
ね（
本ほ

ん

物も
の

！
）が
入は

い

っ
た
箱は

こ

を

別べ
つ

の
部へ

屋や

に
移い

ど
う動
さ
せ
る
作さ

業ぎ
ょ
うだ
よ
。
発は

っ

掘く
つ

さ
れ
た
後あ

と

、

土つ
ち

を
落お

と
し
て
つ
な
ぎ
合あ

わ

せ
た
状じ

ょ
う
た
い態の
骨ほ

ね

が
保ほ

か
ん管
さ
れ

て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の

骨ほ
ね

を
き
れ
い
に
箱は

こ

に
移う

つ

し
て

か
ら
、
箱は

こ

に
名な

ふ
だ札
み
た
い
な

シ
ー
ル
を
貼は

っ
て
保ほ

か
ん
よ
う

管
用
の

部へ

屋や

に
き
ち
ん
と
並な

ら

べ
て
い

っ
た
ん
だ
よ
。
み
ん
な
骨ほ

ね

を

壊こ
わ

さ
な
い
よ
う
に
慎し

ん
ち
ょ
う重に
作さ

業ぎ
ょ
うを
し
た
よ
。

　
今こ

ん

回か
い

も
土ど

い
が
は
ま

井
ヶ
浜
遺い

跡せ
き
・
人じ

ん

類る
い

学が
く

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
学が

く

芸げ
い

員い
ん

の
お
仕し

事ご
と

体た
い

験け
ん

を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
、
専せ

ん
も
ん
か

門
家
の
す
ご

さ
が
と
て
も
よ
く
分わ

か

っ
た
よ
。
い
ろ
い
ろ
と

遺い
せ
き跡
や
発は

っ

掘く
つ

さ
れ
た
骨ほ

ね

の
こ
と
を
質し

つ

問も
ん

し
た
け

ど
大お

お

藪や
ぶ

さ
ん
は
す
ぐ
に

答こ
た

え
て
く
れ
た
よ
。
頭

あ
た
ま

の
中な

か

に
遺い

せ
き跡
や
骨ほ

ね

の
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
詰つ

ま
っ

て
い
る
ん
だ
な
っ
て
感か

ん

じ
た
よ
。

　
み
ん
な
も
、
ぜ
ひ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行い

っ
て

み
て
ね
。
も
し
か
し
て
、

今こ
ん

回か
い

の
お
仕し

ご
と事
体た

い

験け
ん

で

展て
ん
じ示
し
た「
英え

い

雄ゆ
う

」の
骨ほ

ね

が
見み

ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
よ
。

　
次つ

ぎ

は
保ほ

か
ん
よ
う

管
用
の
部へ

屋や

か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内な

い

に
骨ほ

ね

を
持も

っ
て
行い

っ
て

展て
ん
じ示
を
す
る
お
仕し

ご
と事
だ

よ
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
定て

い
き
て
き

期
的
に
展て

ん
じ示
を

変か

え
て
、
何な

ん
ど度
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
来き

て
も
そ
の

た
び
に
勉べ

ん
き
ょ
う強で
き
る
よ

う
に
し
て
る
ん
だ
ね
。

今こ
ん

回か
い

は
、「
英え

い

雄ゆ
う

」の
骨ほ

ね

と「
矢や

尻じ
り

」の
展て

ん

示じ

に
変か

え
る
作さ

ぎ
ょ
う業
を
し
た
よ
。

　
「
英え

い

雄ゆ
う

」っ
て
い
う
の
は
、
土ど

い
が
は
ま

井
ヶ
浜
で

発は
っ

掘く
つ

さ
れ
た
も
の
の
中な

か

で
、
矢や

尻じ
り

が
刺さ

さ

っ
た
ま
ま
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
て
い
た
人ひ

と

の
骨ほ

ね

な
ん

だ
。
す
ご
く
貴き

ち
ょ
う重
な
も
の
な
ん
だ
け
ど
、

そ
の
展て

ん
じ示
を
任ま

か

せ
て
も
ら
っ
た
よ
。
矢や

尻じ
り

が
刺さ

さ
っ
て
い
た
こ
と
が
見み

た
人ひ

と

に
分わ

か

る
よ
う
に
、「
こ
う
や
っ
て
並な

ら

べ
た
方ほ

う

が
見み

て
い
て
分わ

か
り
や
す
い
よ
」と
か
、「
曲ま

が
っ

て
い
る
よ
」と
か
言い

い
な
が
ら
、
す
ご
く
時じ

間か
ん

を
か
け
て
展て

ん
じ示
の
作さ

ぎ
ょ
う業
を
し
て
い
た
よ
。

　
何な

ん

で「
英え

い

雄ゆ
う

」っ
て
言い

う
か
は
実じ

っ

際さ
い

に
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行い

っ
て
確か

く

認に
ん

し
て
ね
。

こ
こ
か
な
ぁ
？

行い

っ
て
み
て
ね
！

ゆ
っ
く
り
ね
！

編
へんしゅういいん

集委員
中
なか

西
にし

莉
り

子
こ

さん（左
ひだり

）、原
は ら だ

田知
ち

佳
か

さん（右
みぎ

）

12月
がつ

号
ごう

の参
さ ん か し ゃ

加者（前
ぜんれつひだり

列左から）滝
た き べ

部小
しょうがっこう

学校４年
ねん

の
永
ながとみ

富凛
りん

さん、升
ま す だ

田愛
あ い か

花さん、（後
こうれつひだり

列左から右
みぎ

へ）
静
し ず ま

間凌
りょうすけ

輔くん、中
なか

嶋
しま

凛
りん

くん、中
なか

村
むら

洸
こ う た

太くん
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テ
レ
ビ
で
見
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
10
月
８
日
に
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
、「
第
84
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
場
し
、
昨
年
、
今
年
と
２
年
連
続

「
銅
賞
」を
受
賞
し
た
勝
山
小
学
校
合
唱

部
を
紹
介
し
ま
す
。

練
習
の
基
本
は
あ
い
さ
つ

　
練
習
が
始
ま
る
前
に
、
勝

山
小
学
校
の
体
育
館
を
訪
ね

ま
し
た
。「
こ
ん
に
ち
は
」と

元
気
で
気
持
ち
の
良
い
あ
い

さ
つ
が
体
育
館
に
響
き
ま
す
。

　
合
唱
部
の
メ
ン
バ
ー
は
３

年
生
か
ら
６
年
生
、
男
女
合

わ
せ
て
67
人
で
す
。
部
員
が

集
合
し
、
先
生
が
来
る
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
準
備
運
動
の
腹

筋
を
済
ま
せ
、
練
習
が
始
ま

る
の
を
静
か
に
待
ち
ま
す
。

　
翌
日
に
市
芸
術
文
化
祭「
下

関
市
小
学
校
音
楽
祭
」を
控
え
、

少
し
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中

で
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

基
本
的
に
練
習
は
毎
朝
授
業

が
始
ま
る
前
と
、
週
３
回
程

度
、
昼
休
み
に
音
楽
室
な
ど

で
行
っ
て
い
ま
す
。
歌
詞
を

朗
読
し
て
歌
の
内
容
を
理
解
し
、
そ
れ

を
部
員
間
で
共
有
す
る
こ
と
を
大
切
に
、

声
を
出
す
だ
け
で
は
な
く
曲
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

空
気
が
変
わ
る
そ
の
一
瞬

　
先
生
が
指
揮
を
執
っ
た
瞬
間
、
児
童

た
ち
が
奏
で
る
歌
声
に
圧
倒
！　
声
量

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
小
学
生
の
歌
声

が
こ
ん
な
に
も
き
れ
い
で
引
き
込
ま
れ

る
と
は
、
想
像
以
上
で
し
た
。

　
表
情
も
豊
か
に
、
一
音
一
音
大
切
に

歌
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
り
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
歌
声
が
大
き
な
力
強
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
と
な
っ
た
と
き
、
練
習
会
場
の

体
育
館
の
空
気
が
一
変
し
ま
し
た
。

児
童
の
主
体
性
を
伸
ば
し
育
て
る

　
顧
問
の
堺
先
生
は
、
以
前
勤
務
し
て

い
た
学
校
で
も
何
度
も
合
唱
部
を
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
に
導
い
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
児
童
に
何
を
教
え
て
い
る
の
か
、

こ
つ
を
聞
き
ま
し
た
。「
ま
ず
は
、
声
を

出
す
こ
と
」。
あ
と
は
、「
児
童
の
や
る

気
を
引
き
出
す
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
」。

　
練
習
中
は
先
生
が
部
員
一
人
ひ
と
り

に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
上
級
生
が
下

級
生
に
手
本
を
見
せ
な
が
ら
教
え
ま
す
。

下
級
生
は
声
の
出
し
方
は
も
ち
ろ
ん
、

きらりぶち★
2016.8

まちの誇り

きらりぶち★

勝
山
小
学
校
　
合
唱
部

あ
い
さ
つ
や
生
活
態
度
を

学
び
ま
す
。

　
音
楽
だ
け
で
は
な
く
、

児
童
の
主
体
性
が
育
っ
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

勝
山
っ
子
の
思
い
を

紡
ぐ
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
合
唱
部
の
部
長
、
藤
井

美
帆
さ
ん（
６
年
生
）は「
聞

い
て
く
れ
て
い
る
人
、
見

て
く
れ
て
い
る
人
に
思
い

が
伝
わ
る
よ
う
に
歌
っ
て

い
ま
す
。
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
、
銅
賞
を
受
賞
で
き
て
、
支

え
て
く
れ
て
い
る
人
、
協
力
し
て
く
れ

た
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
上
位
入
賞

す
る
に
は〝
楽
し
い
〟だ
け
で
は
目
指
せ

ま
せ
ん
。
上
位
を
目
指
す
な
ら〝
勝
ち
に

行
く
〟と
い
う
気
持
ち
も
大
切
で
す
」と

堺
先
生
。

　
他
者
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
今
の

仲
間
た
ち
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
た
め
に
、

今
日
も
練
習
に
励
み
ま
す
。

下関市芸術文化祭「下関市小学校音楽祭」（10月24・25日）

下級生に手本を見せる上級生

児童たちに教える堺先生

勝山小学校合唱部の
歌声を聞いてみませんか
●「下フィル第13回定期演奏
会」ゲスト出演＝12月３日（日）
午後２時／ドリームシップ海
のホール／500円（小学生以下
無料）
●「下関人権フェスティバル」
オープニングイベント出演＝
12月９日（土）午後１時／ア
ブニール
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科目 日
地区 3 10 17 23 24

小児科 全　市 かねはら （内）三　井 や ま ぐ ち 神 田 王司こども
生野町  ☎252-2112 山の田中央町  ☎252-3159 彦島江の浦町  ☎267-0300 長府中土居本町  ☎245-1171 王司上町  ☎249-1331

内
　
　
　
科

小　月
長　府

長府心臓内科 牛 尾 な か の ま つ な が 野 田
長府東侍町  ☎245-2919 長府亀の甲  ☎245-2151 長府前八幡町  ☎246-3234 長府中浜町  ☎245-2103 長府珠の浦町  ☎245-6660

新下関
北　部
北　浦

内 山 山 の 田 中 島 梶 井 い ち き
安岡駅前  ☎258-0109 武久町  ☎250-7181 田倉　  ☎257-3333 伊倉本町  ☎255-1188 伊倉新町  ☎227-4800
武 久 病 院 有 松 す ぎ は ら い と う 腎 下 関 病 院

武久町  ☎252-2124 安岡駅前  ☎258-0246 古屋町  ☎253-1368 山の田本町  ☎253-0211 富任町  ☎258-0338
中央部
彦　島

森 山 病 院 下関リハビリ病院 赤 司 西 川 ふ ご の
宮田町  ☎231-0781 今浦町  ☎232-5811 竹崎町  ☎222-9223 上田中町  ☎222-7600 赤間町  ☎222-8008

外　科 全　市 螢 上 野 下関さくら お か 門 脇
金比羅町  ☎223-8000 秋根西町  ☎256-0200 有冨　  ☎257-7767 王司上町  ☎248-1670 宮田町  ☎223-2131

整形外科 全　市 筒 井 い け だ 伊 崎 町 時 任 野 村 整 形
一の宮町  ☎263-3838 武久町  ☎252-3333 伊崎町  ☎222-1188 長府南之町  ☎246-0575 綾羅木本町  ☎253-6868

婦人科 全
　
　
　
市

関門医療センター（婦人科） 市民病院（婦人科） 井 町 野 口 藤 野
長府外浦町  ☎241-1199 向洋町  ☎231-4111 秋根南町  ☎263-3070 梶栗町  ☎258-2277 大学町  ☎252-2200

眼　科 午
前
中

彦 島 眼 科 ひ ろ し げ 網 野 あ さ の と ね
彦島江の浦町  ☎267-8864 上田中町  ☎222-9360 竹崎町  ☎224-0381 梶栗町  ☎258-0771 彦島江の浦町  ☎266-2000

耳鼻科 し み ず おくぞの（田中町） 古 賀 よ ね だ お く ぞ の
彦島江の浦町  ☎266-5100 田中町  ☎228-5005 西大坪町  ☎231-7788 長府中浜町  ☎245-2930 生野町  ☎252-2030

菊川・豊田
豊浦・豊北

小 田 じ ょ う の な ご み 二武整形・リウマチ 豊 北 病 院
豊田町殿敷  ☎766-0109 豊浦町宇賀  ☎776-5151 菊川町田部  ☎288-0307 豊浦町吉永  ☎772-0835 豊北町粟野  ☎785-0221

科目 日
地区 30 31 1/1

小児科 全　市 スマイルキッズ よ し と み あやらぎこども
小月駅前  ☎281-1000 岬之町  ☎232-6818 綾羅木本町  ☎251-6666

内
　
　
　
科

小　月
長　府

周 山 た な べ 林
王喜本町  ☎283-2522 清末鞍馬  ☎283-0050 王司上町  ☎248-0255

新下関
北　部
北　浦

田 島 川 野 花 園
富任町  ☎258-3821 大学町  ☎252-0838 後田町  ☎233-3355
吉 利 や ま お か 水 町

後田町  ☎222-1039 梶栗町  ☎262-1233 綾羅木本町  ☎251-6116
中央部
彦　島

や ま う ち 中 川 門
筋川町  ☎228-0977 上田中町  ☎222-0323 彦島迫町  ☎267-2233

外　科 全　市 し の は ら 佐 島 に し は ら
一の宮町  ☎257-1119 田中町  ☎222-2321 生野町  ☎251-1167

整形外科 全　市 新 田 森 山 山 口
安岡本町  ☎258-5351 幡生本町  ☎251-2650 彦島江の浦町  ☎267-6699

婦人科 全
　
　
　
市

さ い と う や か べ お が た
細江町  ☎228-0753 秋根西町  ☎257-0303 赤間町  ☎223-5080

眼　科 午
前
中

青 木 こ ん
安岡本町  ☎262-1770 熊野町  ☎250-1008

耳鼻科 か げ や ま 岡
一の宮町  ☎263-3200 垢田町  ☎252-1075

菊川・豊田
豊浦・豊北

重 本 病 院 藤 井 江本外科胃腸科
豊浦町黒井  ☎772-0014 豊北町滝部  ☎782-0566 菊川町下岡枝  ☎287-1222

12月の日曜・祝日当番医 ＊当番医はやむを得ない事情で交代することがあります。
確認はオイシャ電話（☎233-0148）で。（内）は内科も診療科目

△

歯科　歯科医師会館（貴船町三丁目／☎234-8020）
　　　　日曜日、祝日の午前10時～午後３時

△ ��

済生会豊浦病院〔内科・外科〕（豊浦町大字小串／☎774-0511）、豊田中央病院�
（豊田町大字矢田／☎766-1012）は、救急対応しています。

  救急医療情報  

△

下関市夜間急病診療所
毎日19：00～23：00／☎252-3789△

小児救急医療電話相談
毎日19：00～翌8：00／☎#8000（プッ
シュ式）、☎083-921-2755（ダイヤル式）△

救急医療機関案内サービス
毎日23：00～翌8：00（消防局対応）
／☎0120-379-907（プッシュ式）、
　☎233-9119（ダイヤル式）

＊�小児科、内科、外科、整形外科、婦人科
の診療時間＝午前９時～午後６時。ただ
し、豊浦地区は午後５時まで。昼の休診
時間などは医療機関ごとに異なるため、
事前に各医療機関に問い合わせを。

市ホームページ【夜間・休日診療の
携帯・スマホサイト（QRコード）】▼

携
帯
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話
版

▼

ス
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ト
フ
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ン
版

広報広聴課フェイスブックページ
https://www.facebook.com/shimonoseki.koho/
旬な話題や昔懐かしい写真を紹介しています

唐戸周辺（◀1979年撮影　▶1971年撮影）
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